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助詞「が」の通時的考察　（我妻）
　
　
一
　
は
　
じ
　
め
　
に
　
言
葉
の
意
味
は
時
代
と
共
に
変
遷
し
て
行
く
。
例
え
ぽ
”
美
し
い
”
と
い
う
語
が
、
そ
の
昔
、
平
安
朝
時
代
に
は
、
小
さ
い
も
の
を
指
し
て
、
”
か
わ
い
ら
し
い
”
と
い
う
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
な
ど
、
言
葉
の
意
味
の
変
遷
を
知
る
上
の
好
例
と
し
て
盛
ん
に
耳
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
　
そ
の
他
、
“
と
が
む
”
に
”
怪
し
む
”
の
意
味
が
あ
り
、
”
き
り
ぎ
り
す
”
が
、
今
で
い
う
“
コ
オ
ロ
ギ
”
を
指
し
て
い
た
こ
と
な
ど
数
え
上
げ
れ
ば
き
り
が
な
い
。
そ
し
て
、
こ
の
言
葉
の
意
味
の
変
遷
は
、
右
に
上
げ
た
よ
う
な
、
形
容
詞
、
動
詞
、
そ
れ
に
名
詞
な
ど
の
外
、
一
見
し
た
と
こ
ろ
で
は
そ
の
変
化
が
ほ
と
ん
ど
わ
か
ら
な
い
助
詞
に
ま
で
及
ん
で
い
る
事
が
近
来
の
詳
し
い
研
究
で
明
ら
か
に
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
　
こ
こ
で
は
、
そ
う
い
う
助
詞
の
中
か
ら
、
格
助
詞
の
「
が
」
を
取
り
上
げ
て
、
そ
の
意
味
、
用
法
な
ど
の
時
代
的
な
移
り
変
わ
り
を
考
察
し
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。
　
調
査
の
方
法
は
、
上
代
か
ら
近
世
ま
で
の
、
日
本
文
学
史
上
を
飾
る
幾
多
の
文
献
の
中
か
ら
代
表
的
な
も
の
を
全
部
で
二
十
五
選
び
出
し
、
そ
れ
ら
の
作
品
に
つ
い
て
抜
き
出
し
た
助
詞
「
が
」
の
一
つ
一
つ
を
、
用
法
（
歌
、
会
話
、
地
の
文
の
い
ず
れ
に
使
わ
れ
て
い
る
か
）
、
接
続
（
ど
ん
な
言
葉
を
承
け
て
い
る
か
、
又
ど
ん
な
言
葉
が
下
に
来
て
い
る
か
）
、
意
味
の
三
つ
の
方
面
か
ら
考
察
し
て
み
た
。
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そ
れ
で
は
、
そ
の
調
査
結
果
の
あ
ら
ま
し
を
、
上
代
か
ら
順
に
、
述
べ
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。
　
　
二
、
上
代
（
奈
良
時
代
）
　
こ
の
時
代
の
代
表
文
献
と
し
て
選
び
出
し
た
も
の
は
、
古
事
記
（
記
）
、
日
本
書
紀
（
紀
）
、
万
葉
集
（
万
）
、
祝
詞
（
祝
）
、
宣
命
（
宣
）
の
五
作
品
で
あ
る
。
以
下
、
文
中
で
例
を
上
げ
た
り
す
る
時
に
作
品
名
を
略
し
て
記
す
事
が
あ
る
が
、
そ
の
場
合
、
各
作
品
の
下
の
（
　
）
の
中
の
略
号
を
も
っ
て
表
わ
す
事
に
す
る
。
尚
、
言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
だ
が
、
こ
の
期
の
文
献
中
か
ら
抜
き
出
し
た
「
が
」
の
用
例
は
、
す
べ
て
そ
の
訓
み
が
は
っ
き
り
と
し
て
い
る
一
字
一
音
書
き
の
も
の
ば
か
り
を
対
象
と
し
た
の
で
、
一
応
断
わ
っ
て
お
く
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
°
　
さ
て
、
そ
れ
で
は
ま
ず
、
こ
の
五
作
品
に
つ
い
て
眺
め
た
結
果
を
、
用
法
か
ら
見
て
行
く
こ
と
に
し
よ
う
。
　
①
用
　
　
法
　
対
象
と
し
て
取
り
上
げ
た
「
が
」
の
例
を
一
字
一
音
書
き
の
も
の
と
限
っ
た
た
め
も
あ
る
が
、
古
事
記
で
は
、
全
9
2
例
の
う
ち
9
1
例
ま
で
が
、
又
、
日
本
書
紀
で
は
、
全
7
4
例
の
う
ち
7
3
例
ま
で
が
、
歌
に
用
い
ら
れ
、
残
り
の
1
例
は
、
そ
れ
ぞ
れ
会
話
文
に
見
え
て
い
た
。
万
葉
集
に
出
て
来
た
「
が
」
は
、
合
計
し
て
麟
例
の
多
く
に
達
し
た
が
、
こ
れ
は
す
べ
て
歌
の
例
で
あ
る
。
又
、
祝
詞
の
2
5
例
、
宣
命
の
8
5
例
は
作
品
の
内
容
か
ら
推
し
て
も
当
然
の
こ
と
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
、
歌
、
会
話
の
ど
ち
ら
に
も
当
て
は
ま
ら
な
い
、
い
わ
ゆ
る
地
の
文
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。
　
以
上
の
点
か
ら
考
え
て
、
助
詞
「
が
」
は
、
之
の
上
代
で
は
、
特
別
に
そ
の
用
法
が
限
定
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
歌
に
も
、
会
話
文
に
も
、
地
の
文
に
も
自
由
に
使
用
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
言
え
よ
う
。
騨［
A
接
　
　
続
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下
に
来
て
い
る
言
葉
、
つ
ま
り
「
が
」
の
係
っ
て
行
く
語
に
つ
い
て
は
、
次
の
③
の
項
で
、
意
味
と
関
連
さ
せ
な
が
ら
述
べ
て
み
た
い
の
で
、
こ
こ
で
は
「
が
」
の
上
に
来
る
こ
と
ば
、
つ
ま
り
、
「
が
」
が
承
け
る
語
の
み
に
つ
い
て
触
れ
る
こ
と
に
す
る
。
　
五
作
品
を
通
し
て
み
た
と
こ
ろ
、
圧
倒
的
に
多
い
承
接
関
係
は
、
体
言
十
助
詞
「
が
」
と
い
う
形
で
あ
っ
た
。
こ
の
場
合
、
体
言
と
し
て
は
、
普
通
名
詞
や
固
有
名
詞
の
外
に
、
我
・
君
・
汝
・
己
・
誰
・
吾
・
其
な
ど
の
人
称
代
名
詞
の
多
い
の
が
目
立
ち
、
中
で
も
、
第
一
人
称
の
代
名
詞
”
我
”
に
続
く
「
が
」
の
例
は
各
作
品
と
も
2
0
～
3
0
％
の
高
率
を
占
め
て
い
た
。
　
体
言
以
外
の
用
言
を
承
け
る
「
が
」
の
例
は
、
五
作
品
い
ず
れ
も
、
一
割
に
も
満
た
ず
、
非
常
に
少
な
い
。
そ
し
て
、
こ
の
用
言
を
も
う
少
し
細
か
く
見
れ
ぽ
、
動
詞
の
四
段
活
用
・
上
一
段
活
用
・
ラ
行
変
格
活
用
・
下
二
段
活
用
、
そ
れ
に
、
形
容
詞
、
又
、
助
動
詞
の
“
き
”
．
”
ず
”
．
”
け
む
”
．
“
む
”
な
ど
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
連
体
形
を
と
っ
て
い
て
、
体
言
と
同
じ
よ
う
に
用
い
ら
れ
て
い
た
点
で
共
通
し
て
い
た
。
　
以
上
記
し
た
よ
う
に
、
こ
の
時
代
の
「
が
」
の
承
接
関
係
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
体
言
、
そ
れ
に
用
言
の
連
体
形
を
承
け
る
例
ば
か
り
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
「
が
」
が
格
助
詞
で
あ
る
関
係
上
、
当
然
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
特
別
に
問
題
と
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
と
思
う
。
　
③
意
　
　
　
味
　
大
き
く
分
け
る
と
こ
の
時
代
の
助
詞
「
が
」
は
、
次
の
四
つ
の
意
味
に
分
類
出
来
る
。
こ
こ
で
例
を
上
げ
な
が
ら
、
そ
の
一
つ
一
つ
に
つ
い
て
説
明
を
加
え
更
に
現
代
の
用
法
と
の
比
較
検
討
を
試
み
る
こ
と
に
し
た
い
。
　
ω
連
体
格
　
一
番
量
的
に
多
く
、
且
つ
、
五
作
品
の
い
ず
れ
に
も
見
ら
れ
た
も
の
は
、
体
言
と
体
言
と
を
結
ん
で
そ
の
関
係
を
示
す
、
い
わ
ゆ
る
連
体
格
の
「
が
」
で
あ
っ
た
。
一199
助詞「が」の通時的考察　（我妻）
　
　
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
多
知
賀
遠
（
大
刀
が
緒
）
　
久
麻
加
志
賀
波
（
熊
白
濤
が
葉
）
　
　
　
　
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
摩
呂
餓
智
（
ま
う
が
親
）
　
　
　
　
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
婆
利
我
曳
陥
（
榛
が
枝
）
　
烏
梅
我
志
豆
延
（
梅
が
下
枝
）
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
子
等
我
手
（
子
ら
が
手
）
　
　
　
　
ね
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
多
豆
我
許
恵
（
鶴
が
声
）
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
　
　
道
祖
我
兄
（
ふ
な
ど
が
兄
）
　
　
　
　
　
　
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
出
雲
臣
等
我
遠
つ
神
（
出
雲
臣
ら
が
遠
つ
神
）
　
右
に
上
げ
た
も
の
は
ほ
ん
の
一
例
で
あ
る
が
、
し
て
、
耳
に
す
る
用
法
で
あ
ろ
う
か
。
方
が
一
般
的
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
し
か
し
、
下
の
名
詞
を
修
飾
し
て
い
る
事
が
わ
か
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
寸
考
え
て
み
た
だ
け
で
も
、
そ
う
で
も
な
い
。
右
に
並
び
上
げ
た
よ
う
な
「
が
」
連
体
格
と
し
て
、
助
詞
の
「
が
」
を
用
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
ま
ず
そ
の
第
一
は
、
”
我
が
国
”
、
”
君
が
代
”
な
ど
、
人
称
代
名
詞
に
「
が
」
が
つ
い
て
、
下
の
名
詞
を
修
飾
し
て
い
る
場
合
で
あ
る
（
注
　
現
行
文
法
で
は
”
我
が
国
”
と
い
う
場
合
”
我
が
”
を
連
体
詞
と
取
っ
て
い
る
が
、
当
時
と
し
て
は
こ
れ
が
”
我
”
と
“
が
”
に
分
け
ら
れ
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
こ
と
は
左
の
よ
う
な
例
な
ど
か
ら
考
え
て
可
能
と
言
え
よ
う
。
例
、
我
は
行
く
（
和
波
由
久
）
万
・
十
四
・
三
三
六
六
。
我
に
な
絶
え
そ
ね
（
和
余
奈
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
多
要
曽
称
）
万
・
十
四
・
三
三
七
八
。
我
を
召
す
ら
め
や
（
和
乎
召
良
米
夜
）
万
・
十
六
・
三
八
八
六
、
但
し
は
じ
め
の
二
つ
は
東
歌
の
例
で
あ
る
）
。
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
か
し
、
こ
れ
ら
は
、
ど
れ
も
慣
用
句
の
よ
う
に
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
事
に
気
が
つ
く
。
そ
の
他
、
こ
の
種
の
例
と
し
て
は
、
”
我
が
家
　
　
（
記
・
上
・
神
代
）
　
　
（
記
・
中
・
景
行
）
　
　
（
紀
・
十
・
応
神
）
　
　
（
紀
・
十
四
・
雄
略
）
　
　
（
万
・
五
・
八
二
七
）
　
　
（
万
・
十
・
一
八
一
五
）
　
　
（
万
・
十
五
・
三
五
九
五
）
　
　
（
宣
・
二
八
）
　
　
（
祝
・
出
雲
国
造
神
賀
詞
）
　
こ
れ
ら
を
見
る
と
、
い
ず
れ
も
「
が
」
は
、
所
有
、
所
属
、
類
似
な
ど
の
意
を
表
わ
　
　
と
こ
ろ
で
、
こ
こ
に
記
し
た
よ
う
な
連
体
格
の
「
が
」
は
、
果
た
し
て
現
在
で
も
　
　
　
　
　
　
現
在
、
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
「
が
」
の
代
わ
り
に
“
の
”
を
使
う
そ
れ
で
は
、
連
体
格
の
「
が
」
が
全
面
的
に
今
で
は
使
わ
れ
て
い
な
い
の
か
と
い
う
と
、
　
　
の
例
は
、
ほ
と
ん
ど
今
で
は
耳
に
し
な
い
が
、
次
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
今
で
も
、
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ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
は
楽
し
”
、
”
我
が
愛
は
終
わ
り
ぬ
μ
、
“
誰
が
た
め
に
鐘
は
鳴
る
”
な
ど
の
例
が
考
え
ら
れ
る
が
、
い
ず
れ
も
こ
れ
ら
は
慣
用
句
で
あ
っ
て
、
文
語
的
に
用
い
ら
れ
、
日
常
会
話
で
は
聞
け
な
い
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。
　
も
う
一
つ
、
連
体
格
の
「
が
」
で
現
在
耳
に
す
る
も
の
と
し
て
、
地
名
に
使
わ
れ
て
い
る
例
が
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
例
え
ば
、
霞
が
浦
、
霧
が
峰
、
由
比
が
浜
な
ど
の
「
が
」
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
も
や
は
り
、
「
が
」
を
わ
ざ
わ
ざ
助
詞
と
取
ら
ず
、
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
霞
が
浦
と
続
け
て
一
名
詞
と
考
え
れ
ば
、
一
種
の
熟
語
と
解
さ
れ
る
か
ら
、
「
が
」
の
一
般
的
な
用
法
と
は
言
え
な
い
。
　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
連
体
格
の
「
が
」
は
、
現
在
で
は
使
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
は
な
い
が
、
そ
の
用
法
が
非
常
に
限
定
さ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
o
　
け
れ
ど
も
、
上
代
に
於
て
は
、
連
体
格
の
「
が
」
が
か
な
り
広
範
囲
に
用
い
ら
れ
て
い
た
事
、
先
に
幾
つ
か
上
げ
た
例
を
見
て
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
し
、
更
に
、
現
在
少
し
ぽ
か
り
残
存
し
て
い
る
、
人
称
代
名
詞
に
「
が
」
の
つ
い
た
例
、
そ
れ
に
、
地
名
に
使
わ
れ
て
い
る
「
が
」
の
例
が
、
左
に
記
す
よ
う
に
、
既
に
上
代
で
も
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
ま
ず
、
人
称
代
名
詞
に
連
体
格
の
「
が
」
が
つ
い
た
例
と
し
て
は
、
　
　
企
弼
我
誉
贈
比
（
君
が
装
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
紀
・
二
・
神
代
）
　
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
和
餓
瀾
枳
（
我
が
御
酒
）
　
　
　
　
　
　
　
　
（
紀
・
五
・
崇
神
）
　
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
奈
何
名
（
汝
が
名
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
万
・
五
・
八
〇
〇
）
　
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
　
　
和
我
夜
度
（
わ
が
宿
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
万
・
五
・
八
五
一
）
　
　
和
我
於
保
伎
美
（
わ
が
大
君
）
　
　
　
　
　
　
　
　
（
万
・
十
八
・
四
〇
五
九
）
　
　
其
我
名
（
し
が
名
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
宣
・
四
四
）
　
　
某
我
弱
肩
（
な
に
が
し
が
弱
肩
）
　
　
　
　
　
　
　
（
祝
・
大
殿
祭
）
な
ど
が
あ
り
、
又
、
地
名
に
用
い
ら
れ
て
い
た
連
体
格
の
「
が
」
に
は
、
一201一
助詞「が」の通時的考察　（我妻）
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
意
富
章
古
賀
波
良
（
大
猪
子
が
原
）
　
　
　
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
蓑
牟
漏
賀
多
気
（
衰
牟
漏
が
嶽
）
　
　
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
弓
月
我
高
（
弓
月
が
嶽
）
　
　
　
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
於
保
屋
我
波
良
（
大
家
が
原
）
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
野
嶋
我
左
吉
（
野
島
が
崎
）
な
ど
の
例
が
上
げ
ら
れ
る
。
　
と
こ
ろ
で
、
で
、
　
そ
れ
は
、
う
も
の
で
あ
る
。
A　A　A　　　A
万万万記記
十十十下下
五四…
・・一 Y仁
三三八略徳
一』　＝：＿））ノ　　
〇七六
六八）
）　）
　
　
　
　
今
迄
上
げ
た
連
体
格
の
「
が
」
の
例
は
、
形
式
上
ど
れ
も
、
体
言
＋
「
が
」
＋
体
言
と
い
う
物
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
こ
こ
左
に
記
す
よ
う
な
特
別
な
形
の
場
合
に
も
、
「
が
」
を
連
体
格
と
し
て
考
え
て
み
た
の
で
、
追
記
し
て
お
く
事
に
し
た
い
。
　
　
　
万
葉
集
だ
け
に
数
例
現
わ
れ
た
も
の
だ
が
、
形
式
上
、
用
言
の
連
体
形
＋
「
が
」
＋
形
容
詞
の
語
幹
＋
接
尾
語
“
さ
”
と
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
見
る
が
　
さ
や
け
さ
）
　
　
大
滝
を
過
ぎ
て
夏
身
に
近
づ
き
て
清
き
川
瀬
を
見
何
明
沙
　
　
　
　
　
　
（
万
・
九
・
一
七
三
七
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
見
る
が
　
羨
し
さ
）
　
　
夕
月
夜
影
立
ち
寄
り
合
ひ
天
の
河
漕
ぐ
舟
人
を
見
流
我
等
母
之
佐
　
　
　
（
万
・
十
五
二
二
六
五
八
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
無
き
が
　
さ
ぶ
し
さ
）
　
　
遠
き
山
関
も
越
え
来
ぬ
今
更
に
逢
ふ
べ
き
よ
し
の
奈
伎
我
佐
夫
之
佐
　
　
（
万
・
十
五
・
三
七
三
四
）
　
右
に
上
げ
た
例
で
わ
か
る
よ
う
に
、
こ
れ
ら
は
意
味
的
に
見
る
と
、
先
述
し
た
連
体
格
の
「
が
」
の
例
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
乃
ち
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
一
番
初
め
の
例
で
言
え
ば
、
全
体
と
し
て
、
”
大
滝
を
過
ぎ
夏
身
に
近
づ
い
て
清
い
川
瀬
を
見
る
と
清
澄
な
気
分
が
す
る
よ
”
と
解
さ
れ
る
か
ら
、
こ
の
場
合
、
助
詞
の
「
が
」
は
”
見
る
”
と
“
さ
や
け
さ
”
が
同
格
で
あ
る
事
を
示
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
”
見
る
事
”
に
対
す
る
自
分
の
意
見
と
し
て
、
“
さ
や
け
き
事
で
あ
る
よ
”
と
感
動
を
こ
め
た
余
情
表
現
を
用
い
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
以
下
、
同
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
じ
よ
う
に
、
そ
の
部
分
だ
け
を
訳
せ
ば
、
”
見
る
の
が
羨
し
い
よ
”
、
”
無
い
の
が
淋
し
い
こ
と
だ
よ
”
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
意
味
的
に
は
、
」
が
」
を
連
体
格
と
取
る
の
が
至
当
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
形
の
上
で
見
る
と
、
用
言
の
連
体
形
も
、
又
、
形
容
詞
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の
語
幹
＋
“
さ
”
と
い
う
形
も
、
体
言
に
準
ず
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
こ
の
よ
う
な
場
合
の
「
が
」
を
、
以
下
、
連
体
格
の
意
味
グ
ル
ー
プ
の
中
に
入
れ
て
考
え
て
み
た
い
。
尚
、
言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
だ
が
、
こ
の
よ
う
な
「
が
」
は
現
在
で
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。
　
い
ず
れ
に
し
ろ
、
現
在
、
ご
く
改
ま
っ
た
場
合
に
し
か
使
わ
れ
て
い
な
い
連
体
格
の
「
が
」
は
、
上
代
で
は
、
質
量
共
に
極
め
て
豊
富
に
使
わ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
言
え
よ
う
。
　
続
い
て
第
二
番
目
に
考
え
ら
れ
る
意
味
と
し
て
、
主
格
の
「
が
」
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
に
し
よ
う
。
　
㈲
　
主
　
　
　
格
　
「
が
」
が
主
格
を
示
す
場
合
、
こ
れ
を
意
味
的
に
見
る
と
、
そ
の
係
っ
て
行
く
語
に
よ
っ
て
、
大
き
く
二
つ
に
分
け
る
事
が
出
来
る
。
一
つ
は
、
「
が
」
が
述
語
で
あ
る
用
言
に
係
っ
て
行
く
も
の
、
も
う
一
つ
は
、
「
が
」
が
、
述
語
で
あ
る
用
言
を
承
け
る
体
言
に
係
っ
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
行
く
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
二
つ
の
用
法
は
、
い
ず
れ
も
現
在
で
も
盛
ん
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
”
小
鳥
が
鳴
く
”
と
言
う
場
合
、
主
格
を
示
す
「
が
」
は
、
”
鳴
く
”
と
い
う
述
語
に
係
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
”
小
鳥
が
鳴
く
声
”
と
い
う
文
章
に
な
る
と
、
主
格
の
「
が
」
は
、
”
鳴
く
”
と
い
う
用
言
を
承
け
た
体
言
の
“
声
”
に
係
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
そ
こ
で
、
主
格
を
示
す
「
が
」
は
、
ま
ず
大
き
く
右
の
二
つ
の
用
法
に
分
け
て
、
前
に
記
し
た
”
小
鳥
が
鳴
く
”
の
よ
う
に
、
「
が
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
が
直
接
述
語
に
係
っ
て
行
く
も
の
を
、
単
な
る
主
格
を
表
わ
す
「
が
」
、
又
、
後
者
の
”
小
鳥
が
鳴
く
声
”
の
よ
う
に
、
「
が
」
が
、
述
語
を
承
け
る
体
言
に
係
っ
て
行
く
も
の
を
、
係
体
言
主
格
の
「
が
」
と
し
て
考
え
て
行
ぎ
た
い
。
　
そ
れ
で
は
、
初
め
に
主
格
の
「
が
」
か
ら
考
察
の
結
果
を
述
べ
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。
　
主
格
の
「
が
」
は
、
上
代
で
は
非
常
に
使
用
率
が
少
な
く
、
宣
命
、
祝
詞
の
二
作
品
に
は
1
例
も
見
当
た
ら
な
い
し
、
あ
と
の
三
作
品
で
も
、
わ
ず
か
1
0
％
前
後
と
い
う
低
率
を
示
し
て
い
る
。
し
か
も
、
そ
の
使
用
方
法
を
見
る
と
、
「
が
」
の
係
っ
て
行
く
述
語
が
、
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い
ず
れ
も
、
用
言
の
未
然
形
、
又
は
已
然
形
に
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
気
が
つ
く
。
　
こ
れ
は
、
現
在
、
主
格
「
が
」
の
係
っ
て
行
く
述
語
が
、
用
言
の
ど
ん
な
形
の
場
合
で
も
広
く
用
い
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
推
し
て
、
顕
著
な
特
色
と
し
て
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
　
例
え
ぱ
、
「
が
」
が
、
未
然
形
に
係
り
、
”
（
～
が
）
も
し
～
な
ら
ば
”
と
い
う
仮
定
条
件
を
示
す
も
の
と
し
て
は
、
　
　
　
　
　
　
コ
　
　
　
む
　
む
　
む
　
　
青
山
に
雌
窺
錘
婆
ぬ
ば
た
ま
の
夜
は
出
で
な
む
　
　
　
　
　
　
（
記
・
上
・
神
代
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
大
魚
よ
し
鮪
突
く
海
人
よ
響
騒
響
恋
・
け
む
鮪
突
く
鮪
　
　
　
　
　
（
記
・
下
、
清
寧
）
甕
醗
肴
舘
濫
立
饗
の
実
の
無
け
く
募
き
し
ひ
ゑ
ね
　
　
　
　
（
紀
・
三
・
神
武
）
　
　
　
し
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
韻
卿
撫
鶴
麗
誰
か
繋
け
む
よ
あ
た
ら
墨
縄
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
紀
・
十
四
　
雄
略
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
家
に
在
り
て
波
．
藩
刀
結
謎
慰
む
る
心
は
あ
髪
し
死
な
ば
死
ぬ
と
も
　
　
　
（
万
・
五
・
八
八
九
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
君
が
　
越
え
い
な
ば
）
　
　
明
日
よ
り
は
わ
れ
は
恋
ひ
む
な
名
欲
山
石
踏
み
平
し
君
我
越
去
者
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
万
．
九
．
一
七
七
八
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
む
　
む
　
む
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
母
が
　
問
は
さ
ば
）
　
　
玉
垂
の
小
簾
の
隙
に
入
り
通
ひ
来
ね
た
ら
ち
ね
の
母
我
間
者
風
と
申
さ
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
万
．
十
一
．
二
三
六
四
）
　
　
　
　
　
　
　
あ
　
　
　
　
む
　
　
む
　
む
　
む
　
　
里
近
く
象
が
蟄
誕
恋
ひ
寒
と
も
と
憲
ひ
し
五
・
そ
悔
し
き
　
　
　
　
（
万
・
‡
・
三
九
三
九
）
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
ロ
　
　
浜
辺
よ
り
舞
宇
知
喋
魏
辺
よ
り
迎
へ
も
来
ぬ
か
海
人
の
釣
舟
　
　
　
　
（
万
・
＋
八
・
四
〇
四
四
）
な
ど
の
例
が
上
げ
ら
れ
る
。
又
、
已
然
形
に
「
が
」
が
係
っ
て
、
”
（
～
が
）
～
だ
か
ら
こ
そ
”
と
か
”
（
～
が
）
～
で
あ
る
と
も
”
な
ど
の
意
に
な
っ
た
例
と
し
て
は
、
　
　
　
　
　
　
も
　
　
幕
爺
髭
く
黎
鶴
謝
ば
た
ま
の
夢
覧
え
つ
つ
寝
ね
ら
え
ず
け
れ
　
　
　
（
万
・
四
ニ
ハ
三
九
）
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も
　
　
　
　
　
（
真
間
の
手
児
奈
が
）
　
　
勝
鹿
の
真
間
乃
手
児
奈
我
麻
衣
に
青
衿
着
け
直
さ
麻
を
裳
に
は
織
り
着
て
髪
だ
に
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
む
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
つ
き
ニ
　
　
掻
き
は
硫
ら
ず
履
を
だ
に
穿
か
ず
行
け
ど
も
錦
綾
の
中
に
つ
つ
め
る
斎
児
も
妹
に
如
か
め
や
　
　
（
万
．
九
“
一
八
〇
七
）
　
　
（
吾
妹
子
が
）
　
　
　
　
　
　
o
　
o
　
o
　
　
和
伎
毛
故
我
如
何
に
思
へ
か
ぬ
ば
た
ま
の
一
夜
も
お
ち
ず
夢
に
し
見
ゆ
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
万
．
十
五
．
三
六
四
七
）
　
　
　
　
　
　
　
（
君
が
）
　
　
　
　
　
　
　
o
°
o
o
o
o
o
　
　
葦
垣
の
外
に
も
伎
美
我
寄
り
立
た
し
恋
ひ
け
れ
こ
そ
ば
夢
に
見
え
け
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
万
・
十
七
・
三
九
七
七
）
な
ど
が
あ
る
。
要
す
る
に
、
上
代
で
は
、
「
が
」
が
主
格
を
示
す
場
合
、
そ
れ
を
承
け
る
述
語
は
そ
こ
で
終
止
せ
ず
、
必
ら
ず
未
然
形
か
已
然
形
を
取
っ
て
条
件
句
を
形
成
し
て
い
た
事
に
な
る
。
但
し
、
こ
こ
で
、
左
に
記
す
よ
う
に
、
三
つ
だ
け
例
外
が
見
ら
れ
た
の
で
触
れ
て
お
き
た
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
汝
が
来
）
　
　
1
　
千
鳥
鳴
く
佐
保
の
河
門
の
瀬
を
広
み
打
橋
渡
す
奈
我
来
と
思
へ
ば
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
万
・
四
・
五
二
八
）
　
こ
の
歌
は
通
釈
す
る
と
、
”
千
鳥
の
鳴
く
佐
保
川
の
川
門
は
瀬
が
広
い
の
で
打
橋
を
渡
し
ま
す
。
あ
な
た
が
通
っ
て
来
る
と
思
う
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
で
”
の
意
と
な
る
。
よ
っ
て
、
第
二
人
称
の
代
名
詞
”
汝
”
を
受
け
た
主
格
を
示
す
「
が
」
は
、
動
詞
の
”
来
”
に
係
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
”
来
”
ぱ
、
力
行
変
格
活
用
動
詞
”
来
”
の
終
止
形
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
場
合
、
主
格
の
「
が
」
は
、
用
言
の
終
止
形
に
係
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
か
ら
、
先
述
し
た
幾
つ
か
の
例
と
異
な
り
、
例
外
で
あ
る
と
言
え
る
。
　
　
2
　
秋
づ
け
ば
時
雨
の
雨
降
り
あ
し
ひ
き
の
山
の
木
末
は
紅
に
に
ほ
ひ
散
れ
ど
も
橘
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
見
が
欲
し
く
）
　
　
　
成
れ
る
そ
の
実
は
直
照
り
に
彌
見
我
保
之
久
み
雪
降
る
冬
に
到
れ
ば
霜
置
け
ど
も
…
…
…
　
　
（
万
・
十
八
・
四
一
一
一
）
　
右
の
長
歌
の
例
で
は
、
上
一
段
活
用
動
詞
”
見
る
”
の
連
用
形
を
承
け
た
、
主
格
を
表
わ
す
「
が
」
が
、
“
欲
し
”
と
い
う
形
容
詞
の
連
用
形
に
係
っ
て
中
止
法
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
も
先
述
し
た
、
未
然
形
又
は
已
然
形
に
係
っ
て
行
く
主
格
の
「
が
」
の
用
法
と
は
異
な
る
わ
け
で
あ
る
が
、
た
だ
、
上
代
に
於
て
は
、
”
見
が
欲
し
”
と
い
う
語
が
頻
繁
に
見
ら
れ
、
　
一
種
の
熟
語
の
よ
う
に
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
こ
れ
は
、
主
格
を
示
す
「
が
」
の
用
法
の
例
外
と
見
る
よ
り
も
熟
語
で
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あ
る
が
故
に
、
例
外
と
見
ら
れ
る
に
い
た
っ
た
も
の
と
解
釈
し
た
方
が
い
い
よ
う
に
思
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
母
が
恋
ひ
す
す
）
　
　
3
　
わ
が
門
の
五
株
柳
何
時
も
く
於
母
加
古
比
須
≧
業
ま
し
つ
つ
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
万
・
二
十
．
四
三
八
六
）
　
こ
の
歌
で
は
、
母
を
承
け
た
主
格
の
「
が
」
が
“
恋
ひ
す
す
”
に
係
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
”
恋
ひ
す
す
”
は
“
恋
し
つ
つ
”
の
意
で
、
ス
（
為
）
の
終
止
形
を
重
ね
た
形
と
言
わ
れ
る
か
ら
、
「
が
」
は
終
止
形
に
係
っ
て
行
く
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、
こ
の
歌
は
防
人
歌
の
一
首
で
あ
り
、
東
国
方
言
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
る
“
恋
ひ
す
す
”
は
、
他
に
類
例
が
少
な
い
と
こ
ろ
か
ら
、
は
っ
き
り
と
終
止
形
を
重
ね
た
形
と
は
言
い
兼
ね
る
現
状
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
例
も
、
主
格
「
が
」
の
用
法
の
例
外
と
見
る
よ
り
も
、
”
恋
ひ
す
す
”
が
不
明
で
あ
る
が
た
め
の
例
外
と
考
え
た
方
が
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。
　
以
上
述
べ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
注
意
す
べ
き
例
外
は
、
初
め
に
上
げ
た
巻
四
の
歌
一
つ
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
。
よ
っ
て
、
上
代
で
は
、
主
格
を
表
わ
す
「
が
」
が
、
そ
の
用
法
に
於
て
、
現
代
と
大
い
に
異
な
り
用
言
の
未
然
形
、
又
は
已
然
形
に
係
っ
て
い
た
と
い
う
事
が
言
え
そ
う
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
次
に
、
係
体
言
主
格
の
「
が
」
に
つ
い
て
考
察
し
た
結
果
を
述
べ
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。
　
㊨
　
係
体
言
主
格
　
こ
の
例
は
、
各
作
品
と
も
、
連
体
格
を
表
わ
す
「
が
」
に
続
い
て
多
く
見
え
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
か
ら
何
例
か
ず
つ
左
に
記
し
て
み
る
と
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
我
が
率
寝
し
）
　
o
　
　
沖
つ
島
鴨
著
く
島
に
和
賀
婁
泥
斯
妹
は
忘
れ
じ
世
の
ご
と
ご
と
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
記
・
上
・
神
代
）
　
　
　
　
　
　
　
る
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
（
吾
が
思
ふ
妹
）
　
　
真
玉
如
す
阿
賀
母
布
伊
毛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
記
・
下
・
安
康
）
　
　
　
　
　
　
　
（
来
目
の
子
ら
が
）
　
　
　
　
　
　
　
　
o
　
　
み
つ
み
つ
し
倶
梅
能
故
濯
餓
垣
本
に
植
ゑ
し
搬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
紀
・
三
・
神
武
）
　
　
　
　
　
　
　
る
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
　
　
　
　
　
（
見
が
欲
し
も
の
は
）
　
　
大
和
辺
に
溺
我
保
指
母
能
婆
…
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
紀
・
十
五
・
清
寧
）
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下
に
来
る
用
言
に
は
係
ら
ず
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
人
称
の
代
名
詞
“
我
”
を
承
け
た
主
格
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
意
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
以
下
、
同
じ
よ
う
に
し
て
考
え
ら
れ
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
置
き
換
え
る
こ
と
の
出
来
る
も
の
と
言
え
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
が
」
の
係
っ
て
行
く
用
言
と
、
そ
れ
に
続
く
体
言
が
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
こ
に
記
し
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
用
言
を
承
け
る
体
言
が
省
略
さ
れ
て
記
さ
れ
て
い
な
い
も
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
記
・
中
・
神
武
）
　
右
の
古
事
記
歌
謡
の
例
は
、
神
武
天
皇
が
伊
須
気
余
理
比
売
に
向
か
っ
て
歌
わ
れ
た
も
の
で
、
文
末
の
”
二
人
寝
し
”
の
下
に
、
伊
須
気
余
理
比
売
を
い
と
し
が
っ
て
呼
ぶ
”
そ
な
た
”
と
か
“
あ
な
た
”
と
か
い
う
語
が
略
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
乃
ち
、
こ
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
わ
が
行
く
）
°
°
　
　
馬
な
い
た
く
打
ち
て
な
行
き
そ
日
な
ら
べ
て
見
て
も
和
我
帰
志
賀
に
あ
ら
な
く
に
　
　
（
わ
が
背
子
が
）
　
　
o
　
　
吾
背
子
我
着
る
衣
薄
し
佐
保
風
は
い
た
く
な
吹
き
そ
家
に
至
る
ま
で
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
（
母
が
か
ふ
ご
）
　
ま
よ
こ
も
　
　
た
ら
ち
ね
の
母
我
養
蚕
の
繭
隠
り
い
ぶ
せ
く
も
あ
る
か
妹
に
逢
は
ず
し
て
　
　
（
君
が
行
く
）
°
。
°
°
°
　
　
君
我
由
久
道
の
な
が
て
を
繰
り
畳
ね
焼
き
ほ
ろ
ぽ
さ
む
天
の
火
も
が
も
　
　
（
わ
が
欲
り
し
）
　
o
　
　
和
我
保
里
之
雨
は
降
り
来
ぬ
か
く
し
あ
ら
ば
言
挙
せ
ず
と
も
年
は
栄
え
む
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
（
彼
等
が
惑
へ
る
心
）
　
　
彼
等
我
惑
心
を
ば
教
へ
導
き
て
…
…
…
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o
　
o
　
　
（
天
の
益
人
等
が
）
あ
や
ま
　
　
　
　
　
　
く
さ
く
゜
。
o
　
　
天
之
益
人
等
我
過
ち
犯
し
け
む
雑
々
の
罪
事
は
…
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ワ
い
ず
れ
も
、
こ
れ
ら
の
例
で
は
、
主
格
を
示
す
「
が
」
が
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
る
。
乃
ち
、
一
番
初
め
の
例
で
見
る
と
、
来
る
”
妹
”
に
係
っ
て
、
“
私
の
寝
た
妹
”
体
言
に
係
っ
て
主
格
を
示
し
て
い
る
「
が
」
は
、
現
代
語
の
“
の
”
と
こ
ろ
で
、
こ
の
種
の
主
格
の
「
が
」
に
は
、
右
に
並
び
上
げ
た
よ
う
な
、
明
記
さ
れ
た
も
の
の
外
に
、
左
の
よ
う
な
も
の
も
入
れ
て
お
い
た
の
で
、
ま
ず
、
そ
の
第
一
は
、
　
　
　
　
　
し
け
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
我
が
二
人
寝
し
）
葦
原
の
密
し
き
小
屋
に
菅
畳
い
や
さ
や
敷
き
て
和
賀
布
多
理
泥
斯
（
万
・
三
・
二
六
三
）
（
万
・
六
・
九
七
九
）
（
万
・
十
二
・
二
九
九
一
）
（
万
・
十
五
・
三
七
二
四
）
（
万
・
十
八
・
四
一
二
四
）
（
宣
・
三
五
）
（
祝
・
六
月
晦
大
祓
）
　
そ
の
用
言
を
承
け
た
体
言
に
係
っ
て
い
「
が
」
は
、
“
率
寝
し
”
と
い
う
語
の
下
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
結
局
、
こ
の
、
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部
分
を
訳
せ
ば
、
”
私
が
二
人
で
寝
た
そ
な
た
よ
”
と
い
う
よ
う
な
、
感
動
を
含
ん
だ
言
い
方
に
な
ろ
う
。
又
（
次
の
δ
万
葉
集
の
例
で
は
、
文
末
に
“
も
の
”
な
ど
の
体
言
が
略
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
見
が
欲
し
）
　
　
橘
は
花
に
も
実
に
も
見
つ
れ
ど
も
い
や
時
じ
く
に
な
ほ
し
見
我
保
之
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
万
・
十
八
．
四
一
＝
一
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
乃
ち
こ
の
歌
は
、
”
橘
は
花
の
時
も
実
に
な
っ
て
か
ら
も
観
賞
し
た
け
れ
ど
、
い
よ
い
よ
い
つ
で
も
見
た
い
よ
い
も
の
だ
”
の
意
に
な
り
、
や
は
り
こ
の
場
合
も
、
余
情
を
こ
め
た
表
現
に
な
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
　
右
に
記
し
た
二
例
の
よ
う
に
、
用
言
の
連
体
形
を
承
け
る
べ
き
体
言
が
省
略
さ
れ
て
記
さ
れ
て
い
な
い
も
の
は
、
当
然
、
こ
の
係
体
言
主
格
の
グ
ル
ー
プ
に
入
れ
る
べ
き
も
の
な
の
で
、
入
れ
て
お
い
た
。
　
次
に
、
万
葉
集
だ
け
に
見
ら
れ
た
も
の
だ
が
、
主
格
を
示
す
助
詞
「
が
」
の
係
っ
て
行
く
述
語
が
、
係
結
び
の
結
び
の
語
に
当
た
っ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
゜
（
吾
が
せ
む
）
　
　
家
に
行
き
て
如
何
に
か
阿
我
世
武
枕
つ
く
妻
屋
さ
ぶ
し
く
思
ほ
ゆ
べ
し
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
万
・
五
・
七
九
五
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
む
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o
（
吾
が
来
る
）
　
　
夕
さ
れ
ば
日
ぐ
ら
し
来
鳴
く
生
駒
山
越
え
て
そ
安
我
久
流
妹
が
目
を
欲
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
万
・
十
五
・
三
五
八
九
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o
　
　
　
　
　
　
　
　
（
吾
が
恋
ひ
を
ら
む
）
　
　
草
枕
旅
に
し
ば
し
ば
か
く
の
み
や
君
を
遣
り
つ
つ
安
我
孤
悲
乎
良
牟
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
万
・
十
七
・
三
九
三
六
）
　
右
に
並
び
上
げ
た
よ
う
な
も
の
が
、
そ
の
う
ち
の
ほ
ん
の
一
例
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
こ
れ
ら
は
、
係
助
詞
の
“
か
”
や
“
や
”
を
承
け
た
結
び
の
用
言
が
そ
の
ま
ま
主
格
を
示
す
「
が
」
の
係
っ
て
行
く
語
と
も
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
、
”
家
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
に
行
っ
た
と
こ
ろ
で
私
は
何
と
し
よ
う
こ
と
か
”
、
”
夕
方
に
な
る
と
ヒ
グ
ラ
シ
が
来
て
鳴
く
生
駒
山
を
越
え
て
私
は
行
く
こ
と
よ
μ
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
“
こ
う
し
ば
し
ば
わ
が
君
を
旅
に
行
か
せ
て
私
は
一
人
で
恋
し
く
思
っ
て
い
る
の
で
し
よ
う
か
”
の
意
に
な
り
、
主
格
を
表
わ
す
「
が
」
は
、
用
言
の
下
に
、
心
も
ち
略
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
体
言
に
係
っ
て
、
全
体
と
し
て
、
余
情
を
含
ん
だ
言
い
方
に
な
っ
て
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い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
例
で
も
、
「
が
」
は
意
味
的
に
は
、
用
言
を
承
け
た
体
言
に
係
っ
て
行
く
も
の
と
し
て
、
係
体
言
主
格
の
グ
ル
ー
プ
に
入
れ
て
み
た
。
　
最
後
に
も
う
一
つ
、
こ
の
グ
ル
ー
プ
に
入
れ
た
も
の
と
し
て
、
主
格
の
「
が
」
が
ク
語
法
に
係
っ
て
行
く
と
い
う
例
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
祝
詞
を
除
く
四
つ
の
作
品
に
幾
例
か
ず
つ
見
ら
れ
た
が
、
こ
こ
で
は
、
万
葉
集
か
ら
一
つ
例
を
取
り
上
げ
て
説
明
し
て
み
よ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
む
む
む
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
わ
が
思
は
な
く
に
）
　
滝
の
上
の
三
船
の
山
に
居
る
雲
の
常
に
あ
ら
む
と
和
我
不
念
久
余
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
万
・
三
・
二
四
二
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
　
こ
の
歌
で
は
、
第
一
人
称
の
代
名
詞
”
我
”
に
続
く
助
詞
の
「
が
」
が
”
思
は
な
く
”
と
い
う
語
に
係
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
．
思
は
な
く
”
は
、
ク
語
法
で
解
け
ば
、
”
o
B
O
賦
昌
＝
＋
9
ざ
ー
↓
o
白
o
賦
⇒
葵
＝
”
と
な
る
。
こ
の
場
合
、
”
簿
ざ
”
は
い
わ
ゆ
る
“
あ
く
が
る
”
の
“
あ
く
”
で
、
所
と
か
事
の
意
で
あ
る
か
ら
、
体
言
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
直
訳
す
れ
ば
、
”
思
は
な
く
”
は
”
思
わ
な
い
こ
と
”
の
意
で
あ
り
、
主
格
を
示
す
助
詞
の
「
が
」
は
、
体
言
の
“
こ
と
”
に
係
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
よ
っ
て
、
ク
語
法
が
下
に
来
た
場
合
の
助
詞
の
「
が
」
も
、
当
然
係
体
言
主
格
の
意
味
を
持
つ
も
の
と
考
え
、
こ
の
グ
ル
ー
プ
に
入
れ
て
お
い
た
。
　
以
上
述
べ
た
よ
う
に
、
記
さ
れ
て
い
る
は
ず
の
体
言
が
省
略
さ
れ
て
書
か
れ
て
い
な
い
も
の
、
係
結
び
の
結
び
と
主
格
「
が
」
の
述
語
が
一
致
し
て
い
る
も
の
、
「
が
」
が
ク
語
法
に
係
っ
て
い
る
も
の
の
三
つ
を
、
係
体
言
主
格
を
示
す
「
が
」
の
グ
ル
ー
プ
の
中
に
含
ま
せ
て
お
い
た
の
で
、
　
一
応
断
わ
っ
て
お
く
。
　
い
ず
れ
に
し
ろ
、
こ
の
係
体
言
主
格
の
「
が
」
は
現
代
で
も
盛
ん
に
耳
に
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
既
に
上
代
で
も
、
い
ろ
い
ろ
な
形
で
、
頻
繁
に
使
わ
れ
て
い
た
と
い
う
事
が
言
え
よ
う
。
そ
れ
で
は
、
最
後
に
上
代
で
見
ら
れ
た
も
う
一
つ
の
大
き
な
意
味
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
賓
格
の
「
が
」
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
。
　
㊥
賓
　
　
　
格
　
こ
れ
は
記
紀
の
両
作
品
で
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
万
葉
集
や
宣
命
、
そ
れ
に
祝
詞
で
は
、
全
体
の
1
割
前
後
の
例
が
見
え
て
い
た
。
一209一
助詞「が」の通時的考察　（我妻）
左
に
幾
つ
か
そ
の
例
を
掲
げ
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。
　
　
　
　
　
　
カ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
　
　
天
地
の
嚢
攣
月
の
撰
雛
し
照
る
蓑
の
宮
に
わ
・
矢
君
…
　
　
　
　
（
万
ニ
ハ
・
九
＝
＝
一
一
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
越
ゆ
る
が
か
ら
に
）
　
　
故
郷
は
遠
く
も
あ
ら
ず
一
重
山
越
我
可
良
余
思
ひ
そ
わ
が
せ
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
万
．
六
．
一
〇
三
八
）
　
　
藏
纏
響
か
ま
し
も
の
を
同
じ
こ
と
後
れ
て
居
れ
ど
良
き
・
と
も
無
し
　
　
　
（
万
・
＋
五
三
七
七
三
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
見
せ
む
が
た
め
に
）
　
　
こ
の
時
雨
い
た
く
な
降
り
そ
吾
妹
子
に
美
勢
牟
我
多
米
余
黄
葉
取
り
て
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
万
．
十
九
．
四
二
二
二
）
　
　
悔
し
総
舞
寒
此
の
藤
恵
美
朝
臣
の
大
保
を
・
…
　
　
　
　
　
　
（
宣
三
六
）
　
　
本
聾
蹴
餐
忌
ま
ず
し
て
＝
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
出
旦
・
三
八
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
知
う
し
め
す
が
）
　
　
四
方
の
国
を
安
国
と
平
ら
け
く
知
食
獺
故
に
…
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
祝
．
祈
年
の
祭
）
　
右
に
記
し
た
よ
う
な
も
の
が
、
賓
格
の
例
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
も
、
「
が
」
そ
の
も
の
に
意
味
が
な
い
。
こ
の
場
合
「
が
」
は
、
”
ご
と
μ
、
”
か
ら
に
”
、
“
む
た
”
、
”
た
め
に
”
、
“
ゆ
え
に
”
な
ど
形
式
語
に
続
い
て
そ
の
補
語
を
作
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
先
の
連
体
格
や
主
格
の
「
が
」
と
は
意
味
的
に
違
う
の
で
、
こ
こ
で
新
た
に
賓
格
を
示
す
「
が
」
と
い
う
一
グ
ル
ー
プ
を
作
っ
て
み
た
わ
け
で
あ
る
。
尚
、
こ
の
賓
格
の
「
が
」
は
、
先
述
し
た
よ
う
に
、
上
代
で
も
そ
ん
な
に
多
く
使
わ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
現
代
と
な
る
と
、
全
く
用
い
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
を
付
記
し
て
お
き
た
い
。
　
以
上
で
、
上
代
に
於
け
る
助
詞
「
が
」
の
意
味
に
つ
い
て
の
考
察
を
終
了
す
る
。
続
い
て
、
中
古
の
文
学
作
品
に
つ
い
て
、
考
察
の
結
果
の
あ
ら
ま
し
を
述
べ
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。
　
　
三
中
古
（
平
安
時
代
）
　
こ
の
時
代
の
代
表
文
献
と
し
て
取
り
上
げ
た
も
の
は
、
物
語
文
学
の
う
ち
の
、
竹
取
物
語
（
竹
）
、
伊
勢
物
語
（
伊
）
、
大
和
物
語
（
和
）
、
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源
氏
物
語
（
源
）
、
日
記
文
学
の
中
か
ら
、
土
左
日
記
（
土
）
、
更
級
日
記
（
更
）
、
そ
れ
に
歌
集
と
し
て
、
古
今
和
歌
集
（
古
）
、
更
に
、
歴
史
物
語
の
大
鏡
（
大
）
、
も
う
一
つ
、
説
話
文
学
の
今
昔
物
語
（
今
）
と
い
う
以
上
九
作
品
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
作
品
に
つ
い
て
、
以
下
、
前
の
上
代
と
同
じ
よ
う
に
、
用
法
・
接
続
・
意
味
の
順
で
述
べ
て
行
く
こ
と
に
し
よ
う
。
　
①
　
用
　
　
　
法
　
こ
の
、
用
法
に
つ
い
て
は
、
特
別
に
問
題
と
す
べ
き
点
は
な
い
。
乃
ち
上
代
と
同
じ
く
、
助
詞
の
「
が
」
は
、
普
通
の
地
の
文
に
用
い
ら
れ
て
い
る
の
は
勿
論
の
こ
と
、
歌
に
も
、
会
話
文
に
も
、
何
ら
の
制
限
を
受
け
る
こ
と
な
く
、
自
由
に
使
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
②
接
　
　
　
続
　
助
詞
「
が
」
の
用
例
数
が
、
わ
ず
か
2
1
例
し
か
出
て
来
な
い
土
佐
日
記
に
於
て
も
、
四
〇
〇
〇
以
上
の
彪
大
な
例
が
出
て
来
る
今
昔
物
語
に
於
て
も
、
共
通
し
て
言
え
る
事
は
、
上
代
と
同
じ
く
、
体
言
を
承
け
る
「
が
」
の
例
が
圧
倒
的
に
多
い
こ
と
で
あ
る
。
ど
の
作
品
で
も
、
7
・
8
割
は
体
言
＋
「
が
」
と
い
う
承
接
関
係
の
も
の
で
あ
り
、
中
で
も
、
第
一
人
称
の
代
名
詞
”
我
”
を
承
け
る
「
が
」
が
、
か
な
り
多
い
点
な
ど
、
上
代
の
場
合
と
余
り
変
わ
り
が
な
い
。
　
「
が
」
が
用
言
に
接
続
す
る
際
、
そ
の
用
言
が
連
体
形
を
取
っ
て
体
言
的
に
用
い
ら
れ
て
い
る
事
も
、
上
代
で
既
に
見
ら
れ
た
現
象
で
あ
る
が
、
た
だ
、
上
代
に
比
し
て
、
“
り
”
・
”
た
り
”
・
“
つ
”
・
“
る
”
・
“
ら
る
”
・
“
べ
し
”
・
“
け
り
”
・
”
な
り
”
な
ど
、
助
動
詞
を
承
け
る
例
が
か
な
り
多
く
、
又
、
変
化
に
富
ん
で
来
て
い
る
こ
と
が
目
立
つ
。
　
そ
れ
か
ら
、
新
し
い
承
接
関
係
と
し
て
は
、
「
が
」
の
、
助
詞
を
承
け
た
例
が
出
来
る
。
こ
の
一
番
古
い
も
の
は
、
左
に
記
す
土
佐
日
記
の
例
で
あ
る
が
、
た
だ
こ
の
場
合
、
“
し
μ
を
助
詞
と
取
る
か
否
か
問
題
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
も
　
　
一
文
字
を
だ
に
し
ら
ぬ
も
の
し
が
あ
し
は
十
文
字
に
ふ
み
て
ぞ
あ
そ
ぶ
　
　
　
　
　
　
　
　
（
土
・
廿
四
日
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
　
右
の
例
で
は
、
“
し
”
を
間
投
助
詞
と
取
る
説
の
外
に
、
代
名
詞
の
”
其
”
と
考
え
る
も
の
、
“
も
の
し
”
と
続
け
て
、
”
物
師
”
又
一211一
助詞「が」の通時的考察　（我妻）
は
”
巫
女
の
類
”
の
名
詞
と
見
る
も
の
、
”
然
（
し
か
）
”
で
、
”
こ
ん
な
に
”
の
意
と
す
る
説
な
ど
が
あ
る
。
”
し
”
の
取
方
に
よ
っ
て
、
「
が
」
が
主
格
を
表
わ
す
か
、
連
体
格
の
助
詞
に
な
る
か
と
い
う
意
味
の
問
題
に
ま
で
及
ぶ
わ
け
で
あ
る
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
は
、
他
に
類
例
が
見
当
た
ら
な
い
と
こ
ろ
か
ら
、
不
明
と
考
え
る
よ
り
外
に
な
い
と
思
う
。
「
が
」
の
、
助
詞
を
承
け
る
確
か
な
例
が
出
て
来
る
の
は
、
こ
の
土
左
日
記
よ
り
約
一
世
紀
後
に
成
っ
た
源
氏
物
語
や
大
鏡
、
そ
れ
に
今
昔
物
語
の
中
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
は
ほ
ん
の
数
例
で
あ
り
、
し
か
も
左
に
記
す
よ
う
に
、
そ
の
助
詞
は
、
”
な
ど
”
・
”
ば
か
り
”
・
．
の
”
・
“
と
”
と
い
う
四
つ
だ
け
に
限
ら
れ
て
い
る
。
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
四
年
ば
か
り
が
こ
の
か
み
に
お
は
す
れ
ば
…
…
　
ヘ
　
　
　
へ
女
の
が
並
ば
ぬ
こ
そ
…
…
　
　
　
　
　
　
　
ゐ
　
　
も
　
　
も
御
髪
ず
く
な
な
る
な
ど
が
か
く
諺
ら
は
し
き
な
り
け
り
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
も
　
　
　
へ
伊
歩
・
兼
通
・
兼
家
な
ど
が
い
ひ
も
よ
ほ
し
て
…
…
　
　
　
　
　
へ
　
　
も
　
　
へ
　
　
ゐ
講
の
な
か
ら
ば
か
り
が
ほ
ど
に
…
…
　
　
　
レ
b
「
君
ト
我
’
・
　
　
　
　
年
来
ノ
睦
ビ
…
…
　
　
：
ヵ
廿
町
許
ガ
程
二
・
…
：
　
も
　
も
　
ピ
ニ
山黒
m
ガ
見
ケ
ム
ハ
・
：
：
・
A　　　 A　 　　A　A　A　A
今今今大大源源源
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四ノ）物輔　　）
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　）　　　　　）
　
こ
れ
ら
四
つ
の
助
詞
は
、
品
詞
分
類
上
か
ら
見
れ
ば
、
完
全
に
助
詞
に
属
す
る
が
、
そ
の
用
法
は
極
め
て
体
言
的
で
あ
る
事
が
、
右
に
記
し
た
例
文
か
ら
わ
か
る
で
あ
ろ
う
。
要
す
る
に
、
平
安
時
代
に
は
い
る
と
、
助
詞
の
「
が
」
は
、
先
の
上
代
に
比
べ
て
、
か
な
り
い
ろ
い
ろ
な
も
の
に
承
接
し
て
お
り
、
そ
れ
だ
け
用
法
範
囲
が
広
が
っ
て
来
て
は
い
る
が
、
そ
の
承
接
し
て
い
る
も
の
は
、
必
ら
ず
体
言
又
は
そ
れ
に
準
ず
る
も
の
で
あ
る
点
で
、
先
の
上
代
ど
大
し
て
変
わ
っ
た
と
こ
ろ
は
な
い
と
言
え
よ
う
。
そ
し
て
又
、
こ
の
、
助
詞
の
「
が
」
が
、
体
言
又
は
そ
れ
に
準
ず
る
も
の
を
承
け
る
と
い
う
現
象
は
、
「
が
」
が
格
助
詞
で
あ
る
点
か
ら
考
え
れ
ば
当
然
の
こ
と
一212一
’
助詞「が」の通時的考察　（我妻）
と
思
わ
れ
る
。
　
③
意
　
　
味
　
上
代
に
見
ら
れ
た
四
つ
の
大
き
な
意
味
と
、
こ
の
中
古
で
新
た
に
出
て
来
た
逆
接
の
「
が
」
に
つ
い
て
先
に
上
げ
た
順
に
従
い
、
述
ぺ
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。
　
尚
、
上
代
で
は
、
意
味
決
定
の
た
め
も
あ
り
、
一
つ
一
つ
例
を
上
げ
て
詳
し
く
説
明
し
て
来
た
が
、
中
古
以
後
は
、
こ
れ
ま
で
出
て
来
た
も
の
と
同
じ
用
法
の
も
の
は
、
い
ち
い
ち
そ
の
例
を
上
げ
て
説
明
す
る
こ
と
を
省
略
し
、
問
題
と
な
る
べ
き
点
に
つ
い
て
の
み
述
べ
て
行
き
た
い
の
で
、
　
一
応
そ
の
旨
断
わ
っ
て
お
く
。
　
ω
　
連
体
　
格
　
上
代
で
も
盟
ん
に
用
い
ら
れ
て
い
た
連
体
格
の
助
詞
「
が
」
は
、
中
古
に
は
い
っ
て
も
、
竹
取
物
語
か
ら
今
昔
物
語
ま
で
、
一
貫
し
て
ど
の
作
品
で
も
5
0
％
前
後
の
使
用
率
を
示
し
、
如
何
に
豊
富
に
使
わ
れ
て
い
た
か
を
物
語
っ
て
い
る
。
た
だ
、
上
代
に
比
べ
て
目
立
つ
点
は
、
君
、
我
、
汝
な
ど
、
人
称
代
名
詞
を
承
け
た
連
体
格
の
助
詞
「
が
」
の
例
が
、
大
変
に
多
く
な
っ
て
来
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
乃
ち
、
こ
れ
を
数
字
的
に
眺
め
て
み
る
と
、
上
代
で
は
平
均
し
て
5
0
％
前
後
は
普
通
名
詞
や
固
有
名
詞
を
承
け
て
い
た
連
体
格
の
助
詞
「
が
」
が
、
中
古
に
は
い
る
と
2
0
％
以
下
に
減
り
、
一
方
、
代
名
詞
、
特
に
人
称
代
名
詞
を
承
け
る
連
体
格
の
「
が
」
の
例
は
、
上
代
で
は
大
体
5
0
％
平
均
で
現
わ
れ
て
い
る
が
、
中
古
に
な
る
と
各
作
品
実
に
8
0
％
前
後
の
高
率
を
示
す
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
　
こ
れ
は
、
先
に
上
代
の
項
で
述
べ
た
よ
う
に
、
現
在
の
連
体
格
助
詞
「
が
」
の
用
法
の
一
つ
と
し
て
、
人
称
代
名
詞
を
承
け
る
も
の
が
残
存
し
て
い
る
事
を
思
い
合
わ
せ
れ
ば
、
既
に
こ
の
中
古
で
、
連
体
格
の
助
詞
「
が
」
の
用
法
が
、
現
在
の
そ
れ
に
一
歩
近
づ
い
て
来
た
も
の
と
考
え
て
い
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
　
尚
、
人
称
代
名
詞
を
承
け
た
「
が
」
と
共
に
、
現
在
、
残
存
し
て
い
ゐ
連
体
格
の
助
詞
「
が
」
の
も
う
一
つ
の
用
法
と
し
て
、
地
名
一213一
．
助詞「が」の通時的考察　（我妻）
に
使
わ
れ
て
い
る
も
の
も
、
少
数
例
で
は
あ
る
が
、
上
代
に
引
き
続
き
、
こ
の
中
古
で
、
時
代
的
に
大
差
な
く
見
え
て
い
た
。
　
そ
れ
か
ら
、
前
に
上
代
の
連
体
格
の
項
の
最
後
の
所
で
述
べ
た
、
用
言
の
連
体
形
と
形
容
詞
の
語
幹
に
接
尾
語
“
さ
”
が
つ
い
た
形
と
を
結
ん
で
、
全
体
と
し
て
感
情
を
こ
め
た
言
い
方
に
な
っ
て
い
る
、
特
殊
な
連
体
格
助
詞
「
が
」
も
、
先
の
上
代
に
続
き
、
こ
の
中
古
に
於
て
、
盛
ん
に
使
わ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
上
代
で
は
こ
の
形
式
の
も
の
が
必
ら
ず
歌
の
末
尾
に
見
宜
て
い
た
の
に
、
中
古
も
鞍
が
ら
末
に
か
け
て
の
源
氏
物
語
や
大
鏡
、
今
昔
物
語
に
な
る
と
、
左
に
記
す
如
く
、
文
の
途
中
で
も
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O
　
　
O
　
　
O
　
　
O
　
　
O
　
　
O
　
　
、
　
　
O
　
　
O
　
　
O
　
　
O
「
親
た
ち
の
い
と
事
々
し
う
思
ひ
惑
は
る
る
が
心
苦
し
さ
に
か
か
る
程
を
見
過
ぐ
さ
む
と
て
な
む
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
カ
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
「
い
み
じ
く
物
思
ふ
な
る
が
心
苦
し
さ
に
近
う
呼
び
よ
せ
て
と
思
ひ
侍
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
も
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
そ
の
み
や
の
辺
の
人
に
え
あ
ひ
侍
ぬ
が
く
ち
を
し
さ
に
こ
こ
ら
あ
つ
ま
り
給
へ
る
な
か
に
も
し
お
は
し
ま
す
や
ら
ん
と
お
も
ふ
た
ま
へ
て
か
つ
は
か
く
申
侍
そ
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
o
レ
ヌ
ベ
o
。
。
忽
二
流
。
・
　
　
　
　
　
糸
惜
サ
ニ
寄
テ
女
ノ
手
ヲ
捕
ヘ
テ
曳
上
グ
　
　
　
キ
ガ
　
　
　
　
　
　
　
む
　
り
　
　
む
思
・
不
懸
詫
・
舞
ル
義
・
手
説
ヲ
シ
出
来
・
・
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
む
　
　
　
　
エ
η
認
ザ
リ
シ
％
ブ
艶
゜
彼
ノ
女
ノ
否
不
歩
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
不
審
サ
ニ
彼
ノ
云
ヒ
伝
フ
ル
女
ノ
家
二
：
：
：
　
　
　
　
　
　
　
ガ
（
源
・
葵
）
（
源
・
浮
舟
）
（
大
・
五
ノ
藤
氏
物
語
）
（
今
・
四
ノ
六
）
（
今
・
二
十
ニ
ノ
七
）
（
今
・
二
十
七
ノ
十
山
ハ
）
　
右
の
例
で
わ
か
る
よ
う
に
、
こ
れ
ら
も
や
は
り
歌
の
末
尾
に
使
わ
れ
た
場
合
と
同
じ
く
、
意
味
的
に
は
「
が
」
の
前
に
述
べ
た
事
項
に
対
し
て
の
感
想
を
、
「
が
」
の
後
の
形
容
詞
の
語
幹
＋
接
尾
語
”
さ
”
と
い
う
形
が
同
格
の
よ
う
に
し
て
述
べ
て
い
る
と
い
う
事
に
な
る
。
た
だ
、
歌
の
末
尾
に
使
わ
れ
た
場
合
に
比
べ
て
、
右
の
よ
う
に
、
文
の
途
中
に
用
い
ら
れ
た
場
合
に
は
、
同
格
の
意
が
、
い
ち
だ
ん
と
強
く
な
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
こ
と
を
、
注
意
し
て
お
き
た
い
。
　
さ
て
、
以
上
の
連
体
格
の
助
詞
「
が
」
の
例
は
、
す
べ
て
、
既
に
上
代
で
も
現
わ
れ
た
意
味
用
法
ば
か
り
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
に
見
ら
れ
な
か
っ
た
新
し
い
用
法
が
一
つ
出
て
来
た
の
で
、
そ
れ
に
つ
い
て
説
明
し
て
み
よ
う
。
そ
れ
は
、
古
今
集
と
源
氏
物
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語
の
二
作
品
に
見
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
「
が
」
の
下
に
来
る
は
ず
の
体
言
が
省
略
さ
れ
て
記
さ
れ
て
い
な
い
、
い
わ
ゆ
る
準
体
言
の
「
が
」
で
あ
る
Q
　
　
こ
の
う
た
は
あ
る
人
の
い
は
く
か
き
の
も
と
の
人
ま
う
が
な
り
　
　
　
　
（
古
・
十
三
・
六
七
一
）
　
　
こ
の
寄
は
あ
る
人
の
い
は
く
大
伴
の
く
ろ
ぬ
し
が
な
り
　
　
　
　
　
　
　
（
古
・
十
七
・
八
九
九
）
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
「
か
れ
は
た
れ
が
ぞ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
源
・
賢
木
）
　
　
　
も
　
　
「
誰
が
ぞ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
源
・
胡
蝶
）
　
　
「
わ
が
ぞ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
源
・
竹
河
）
　
右
の
古
今
集
の
二
例
は
各
≧
「
が
」
の
下
に
歌
と
い
う
体
言
が
略
さ
れ
て
お
り
、
源
氏
物
語
の
方
の
三
例
で
は
、
物
、
事
な
ど
の
体
言
が
省
略
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
上
代
で
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
新
し
い
用
法
で
あ
る
。
し
か
し
、
古
今
集
の
二
例
は
全
く
同
じ
よ
う
な
使
い
方
で
あ
る
し
、
源
氏
物
語
の
三
例
も
、
会
話
文
に
用
い
ら
れ
て
い
て
、
後
に
指
定
の
終
助
詞
“
ぞ
”
を
伴
う
こ
と
で
共
通
し
て
い
る
。
　
要
す
る
に
、
こ
の
準
体
言
の
「
が
」
は
、
中
古
で
初
め
て
現
わ
れ
た
も
の
に
は
違
い
な
い
が
、
そ
の
用
法
は
極
め
て
限
ら
れ
て
い
て
、
特
殊
な
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
言
え
よ
う
。
尚
、
つ
い
で
に
言
え
ば
こ
れ
ら
の
例
は
、
現
在
で
は
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
こ
の
歌
は
か
き
の
も
と
の
人
ま
ろ
の
だ
　
　
　
む
　
　
「
誰
の
だ
。
」
と
い
う
よ
う
に
、
「
が
」
の
代
わ
り
に
“
の
”
が
使
わ
れ
て
い
る
。
　
以
上
で
、
中
古
に
於
け
る
連
体
格
の
助
詞
「
が
」
に
つ
い
て
の
考
察
を
終
了
す
る
。
続
い
て
、
主
格
助
詞
「
が
」
に
関
す
る
調
査
結
果
を
述
べ
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。
　
⑭
主
　
　
　
格
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参
考
に
し
た
中
古
九
作
品
の
い
ず
れ
に
於
て
も
、
こ
の
、
主
格
を
表
わ
す
助
詞
「
が
」
は
、
全
用
例
数
の
一
割
に
も
満
た
ず
、
そ
の
使
用
率
は
極
め
て
低
い
。
　
と
こ
ろ
で
、
上
代
で
は
、
主
格
を
「
が
」
が
示
す
時
、
そ
の
述
語
は
未
然
形
又
は
已
然
形
を
取
っ
て
条
件
句
を
形
成
し
て
い
た
が
、
中
古
で
も
、
主
格
の
「
が
」
は
、
ほ
と
ん
ど
こ
の
用
法
の
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
の
時
代
に
な
る
と
、
新
た
に
、
主
格
助
詞
「
が
」
の
、
終
止
形
に
係
っ
て
行
く
用
法
が
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
ほ
ん
の
わ
ず
か
で
あ
り
、
し
か
も
そ
の
確
実
な
例
は
、
中
古
も
末
期
の
今
昔
物
語
に
な
ら
な
い
と
現
わ
れ
て
来
な
い
。
そ
の
前
に
竹
取
物
語
、
大
和
物
語
、
源
氏
物
語
の
三
作
品
で
、
こ
の
、
主
格
助
詞
「
が
」
が
用
言
の
終
止
形
に
係
っ
て
行
く
と
い
う
例
が
出
て
は
来
る
が
、
い
ず
れ
も
こ
れ
ら
は
異
文
が
あ
り
、
確
実
な
も
の
と
し
て
取
り
上
げ
る
ま
で
に
は
至
ら
な
い
の
で
あ
る
。
　
さ
て
、
今
昔
物
語
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
は
、
主
格
を
示
す
助
詞
の
「
が
」
が
計
搬
例
見
ら
れ
る
。
そ
の
う
ち
約
7
4
％
に
当
た
る
9
7
例
は
、
未
然
形
又
は
已
然
形
に
係
っ
て
行
く
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
で
は
一
応
問
題
か
ら
外
し
て
お
く
こ
と
と
し
た
い
。
　
と
こ
ろ
で
、
問
題
と
な
る
残
り
の
3
4
例
で
あ
る
が
、
よ
く
見
る
と
、
こ
れ
ら
は
、
主
格
を
表
わ
す
助
詞
の
「
が
」
が
、
用
言
の
終
止
形
に
係
っ
て
行
く
用
法
に
は
違
い
な
い
が
、
そ
れ
は
、
た
だ
単
に
、
「
が
」
が
終
止
形
に
係
っ
て
い
る
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
意
味
的
、
形
式
的
に
眺
め
た
場
合
、
必
ら
ず
次
の
二
つ
の
用
法
の
い
ず
れ
か
に
属
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
以
下
そ
の
各
≧
の
用
法
に
つ
い
て
、
例
を
上
げ
な
が
ら
説
明
し
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。
　
ま
ず
そ
の
第
一
は
、
主
格
を
表
わ
す
助
詞
「
が
」
の
前
に
、
必
ら
ず
、
そ
の
主
格
に
更
に
説
明
を
加
え
る
文
が
、
助
詞
の
“
の
”
を
用
い
て
付
記
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
左
に
わ
か
り
や
す
く
例
を
上
げ
て
説
明
し
て
み
よ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
年
五
十
許
ナ
ル
男
ノ
怖
シ
気
ナ
ル
ガ
水
干
装
束
シ
テ
打
出
ノ
大
刀
帯
タ
リ
　
（
二
十
六
ノ
十
八
）
　
右
の
例
で
は
、
形
容
動
詞
”
怖
シ
気
ナ
リ
”
の
連
体
形
”
怖
シ
気
ナ
ル
”
を
承
け
た
主
格
を
表
わ
す
助
詞
の
「
が
」
が
、
文
末
の
完
一216一
助詞「が」の通時的考察　（我妻）
了
の
助
動
詞
“
タ
リ
”
に
係
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
こ
れ
は
、
明
ら
か
に
、
主
格
助
詞
「
が
」
の
、
用
言
の
終
止
形
に
係
っ
て
行
く
例
と
い
う
事
に
な
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
場
合
、
“
怖
シ
気
ナ
ル
”
と
主
格
助
詞
「
が
」
の
間
に
は
、
“
男
”
と
い
う
体
言
が
略
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
“
男
”
は
ど
う
い
う
“
男
”
な
の
か
と
い
う
と
、
“
年
五
十
許
ナ
ル
男
”
な
の
で
あ
る
。
　
つ
ま
り
、
こ
の
文
で
は
、
“
怖
シ
気
ナ
ル
男
”
と
い
う
主
格
に
更
に
、
“
年
五
十
許
ナ
ル
男
μ
と
い
う
説
明
が
、
助
詞
の
“
の
”
を
介
し
て
加
わ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
助
詞
の
“
の
”
は
一
た
ん
そ
こ
で
“
こ
れ
こ
れ
だ
”
と
指
定
し
、
更
に
下
に
続
け
て
い
る
の
で
、
指
定
格
の
“
の
”
と
呼
ば
れ
る
。
尚
、
つ
い
で
に
言
え
ば
、
こ
の
指
定
格
と
い
う
格
は
、
今
問
題
と
し
て
い
る
「
が
」
助
詞
そ
の
も
の
に
も
見
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
次
の
係
体
言
主
格
の
項
の
と
こ
ろ
で
説
明
し
た
い
。
要
す
る
に
、
こ
の
部
分
、
現
代
語
で
は
“
年
五
十
ば
か
り
の
男
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
で
お
そ
ろ
し
そ
う
な
男
が
…
…
”
と
な
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
「
が
」
の
用
法
は
現
在
で
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
も
　
　
年
五
十
ば
か
り
の
男
で
お
そ
ろ
し
そ
う
な
男
（
人
又
は
の
）
が
や
っ
て
来
た
と
し
て
、
必
ら
ず
、
主
格
助
詞
「
が
」
の
前
に
、
体
言
又
は
そ
れ
に
準
ず
る
も
の
を
挿
入
し
て
使
っ
て
い
る
事
を
付
記
し
て
お
こ
う
。
い
ず
れ
に
し
ろ
、
こ
の
よ
う
に
、
主
格
助
詞
「
が
」
が
終
止
形
に
係
っ
て
は
い
る
が
、
必
ら
ず
そ
の
前
に
指
定
格
の
“
の
”
が
来
て
い
る
と
い
う
形
式
の
も
の
、
こ
の
今
昔
物
語
に
全
部
で
8
例
見
ら
れ
た
の
で
、
参
考
ま
で
に
そ
の
う
ち
の
幾
つ
か
を
左
に
掲
げ
て
お
く
こ
と
に
し
よ
う
。
　
　
バ
ク
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
薄
打
ツ
者
ノ
妻
ノ
女
ノ
年
計
絵
四
十
許
ナ
リ
ケ
ル
ガ
此
ノ
阿
閣
梨
ノ
房
二
来
タ
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
十
ノ
六
）
　
　
年
＋
三
四
許
有
ル
若
キ
女
ぎ
色
ノ
衣
蚕
濃
キ
袴
も
ル
扇
ヲ
指
隠
テ
片
手
三
採
ヲ
取
テ
崇
留
三
＋
ニ
ノ
七
）
　
　
　
　
　
　
　
°
タ
　
　
　
、
　
　
功
バ
ク
　
、
　
　
奎
二
　
゜
°
　
　
灰
毛
斑
ナ
ル
猫
ノ
長
ケ
一
尺
余
許
ナ
ル
ガ
眼
ハ
赤
ク
テ
虎
珀
ヲ
磨
キ
入
タ
ル
様
ニ
テ
大
音
ヲ
放
テ
鳴
ク
　
　
（
二
十
八
ノ
光
一
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
ナ
ガ
サ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
亦
大
指
ノ
大
サ
許
ナ
ル
物
ノ
黄
黒
．
ハ
ミ
タ
ル
ガ
長
二
三
寸
許
ニ
テ
三
切
許
打
丸
カ
レ
テ
入
タ
リ
　
　
　
　
　
（
三
十
ノ
一
）
　
次
に
、
主
格
助
詞
「
が
」
が
終
止
形
に
係
っ
て
行
く
場
合
の
も
う
一
つ
の
定
ま
っ
た
用
法
と
い
う
の
は
意
味
的
に
見
て
、
逆
接
が
混
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入
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
も
ま
ず
、
左
に
簡
単
な
例
を
上
げ
て
説
明
し
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
「
我
レ
ハ
多
ノ
年
ヲ
経
テ
此
ノ
所
二
有
ツ
ル
ガ
愛
欲
ノ
心
オ
コ
ス
事
元
シ
　
　
　
（
十
三
ノ
十
二
）
　
右
の
例
で
は
、
完
了
の
助
動
詞
“
ツ
”
の
連
体
形
“
ツ
ル
”
を
承
け
た
主
格
を
表
わ
す
助
詞
の
「
が
」
が
、
文
末
の
”
元
シ
”
と
い
う
形
容
詞
の
終
止
形
に
係
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
主
格
助
詞
「
が
」
が
用
言
の
終
止
形
に
係
っ
て
行
く
用
法
と
い
う
事
に
な
る
が
、
た
だ
、
意
味
的
に
も
う
少
し
詳
し
く
眺
め
て
み
る
と
、
こ
の
「
が
」
に
は
、
主
格
と
共
に
逆
接
の
意
も
混
じ
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
要
す
る
に
、
全
体
を
訳
し
て
み
る
と
、
こ
の
文
で
は
ま
ず
、
“
有
ツ
ル
”
と
「
が
」
の
間
に
“
我
レ
”
と
い
う
語
が
略
さ
れ
て
お
り
、
し
か
も
、
「
が
」
の
前
ま
で
を
一
つ
の
独
立
し
た
文
と
し
て
切
っ
て
考
え
る
事
が
出
来
る
の
で
、
”
私
は
多
く
の
年
を
経
て
こ
こ
に
い
た
。
（
と
こ
ろ
が
そ
の
私
が
）
愛
欲
の
心
を
起
こ
す
こ
と
が
な
か
っ
た
μ
と
い
う
よ
う
に
、
「
が
」
に
“
と
こ
ろ
が
”
と
い
う
逆
接
の
意
味
を
含
ま
せ
て
考
え
る
こ
と
が
可
能
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
現
在
で
は
、
こ
の
よ
う
な
場
合
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
私
は
長
年
こ
こ
に
い
た
が
愛
欲
の
心
を
起
こ
す
こ
と
が
な
か
っ
た
と
な
り
、
こ
の
「
が
」
を
、
接
続
助
詞
と
し
て
取
り
扱
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
今
昔
物
語
の
こ
の
例
で
は
、
「
が
」
を
接
続
助
詞
と
取
る
の
は
ま
だ
早
過
ぎ
る
よ
う
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
こ
の
文
で
は
”
私
は
多
く
の
年
を
経
て
こ
こ
に
い
た
。
（
そ
の
私
が
）
愛
欲
の
心
を
起
こ
す
こ
と
が
な
か
っ
た
”
と
し
て
、
別
に
「
が
」
に
逆
接
の
意
味
を
わ
ざ
わ
ざ
含
ま
せ
な
く
て
も
解
釈
出
来
る
か
ら
で
あ
る
。
「
が
」
を
接
続
助
詞
と
取
ら
ざ
る
を
得
な
い
よ
う
な
例
に
つ
い
て
は
後
の
逆
接
の
項
の
と
こ
ろ
で
詳
述
し
た
い
。
い
ず
れ
に
し
ろ
、
こ
の
よ
う
に
主
格
助
詞
「
が
」
が
用
言
の
終
止
形
に
係
っ
て
行
く
用
法
で
あ
る
に
は
違
い
な
い
が
、
「
が
」
そ
の
も
の
に
逆
接
の
意
味
が
は
い
っ
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
も
の
、
今
昔
物
語
に
全
部
で
％
例
出
て
来
た
の
で
、
左
に
も
う
少
し
例
を
上
げ
て
お
く
こ
と
と
し
よ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
ッ
ベ
　
　
　
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
此
ノ
乗
タ
ル
馬
走
リ
早
マ
リ
テ
鹿
ノ
如
ク
既
二
可
落
キ
ガ
四
ノ
足
ヲ
同
所
二
踏
テ
少
シ
指
出
タ
ル
巌
ノ
崎
二
立
ニ
タ
リ
　
　
（
十
一
ノ
三
十
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
と
こ
ろ
が
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
馬
が
）
杢
ハ
・
横
様
・
結
付
・
置
拐
ケ
£
力
妙
俄
・
縄
・
切
レ
テ
タ
レ
フ
シ
・
ル
五
位
・
上
へ
・
憲
加
　
　
（
＋
九
・
三
＋
九
）
　
　
　
　
　
　
　
　
（
と
こ
ろ
が
　
そ
の
木
共
が
）
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セ
　
　
　
　
　
　
　
タ
チ
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
サ
マ
シ
　
　
オ
モ
ヒ
キ
　
　
　
　
む
　
む
　
季
通
モ
臥
タ
リ
ケ
ル
ガ
此
ヲ
聞
テ
起
テ
物
打
着
テ
奇
異
ト
思
居
タ
リ
ケ
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
十
三
ノ
十
六
）
　
　
　
　
　
　
（
と
こ
ろ
が
　
そ
の
季
通
が
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o
o
　
「
彼
ノ
家
ニ
ハ
若
キ
娘
ノ
候
ケ
ル
が
日
来
煩
テ
此
ノ
昼
方
既
二
失
候
陰
ヶ
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
十
七
ノ
十
九
）
　
　
　
　
　
　
　
　
（
と
こ
ろ
が
　
そ
の
若
い
娘
が
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
メ
　
ム
マ
　
蕊
．
鋤
嘩
醤
・
打
衣
・
青
黒
・
打
狩
拶
着
一
ア
練
色
・
衣
・
綿
具
励
三
・
許
・
着
吾
笠
ヲ
着
・
草
馬
・
乗
テ
ゾ
　
有
・
ル
か
霧
シ
　
・
高
・
臨
・
擢
誕
ケ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
＋
九
ノ
三
＋
六
）
　
　
（
と
こ
ろ
が
　
そ
の
水
銀
商
が
）
　
此
ノ
艦
二
行
タ
リ
ケ
ル
男
ハ
返
ケ
ル
；
二
忌
懸
駕
」
ト
云
テ
臥
・
ケ
ル
か
二
、
三
日
有
テ
死
・
鴛
　
　
　
（
三
＋
一
・
＋
五
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
男
が
）
（
と
こ
ろ
が
　
以
上
記
し
た
よ
う
に
、
平
安
時
代
も
末
期
の
今
昔
物
語
に
な
る
ど
、
主
格
助
詞
「
が
」
が
、
用
言
の
終
止
形
に
係
っ
て
行
く
と
い
う
用
法
が
見
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
、
た
だ
単
に
終
止
形
に
係
っ
て
行
く
と
い
う
現
在
の
用
法
と
は
異
な
り
、
二
つ
の
決
ま
っ
た
用
法
に
分
け
ら
れ
る
事
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
尚
、
こ
れ
ら
二
つ
の
用
法
に
共
通
し
て
見
ら
れ
る
現
象
は
、
「
が
」
が
必
ら
ず
、
用
言
の
連
体
形
を
承
け
て
い
る
と
い
う
事
で
あ
る
。
結
局
、
体
言
を
承
け
た
主
格
助
詞
の
「
が
」
は
す
べ
て
上
代
同
様
、
未
然
形
又
は
已
然
形
に
係
っ
て
行
く
も
の
ば
か
り
で
、
終
止
形
に
係
っ
て
行
く
も
の
は
、
中
古
に
な
っ
て
も
未
だ
に
現
わ
れ
て
い
な
い
と
い
う
事
に
な
る
。
そ
れ
で
は
続
い
て
係
体
言
主
格
の
「
が
」
に
つ
い
て
の
考
察
の
結
果
を
述
べ
て
み
る
こ
と
に
し
ょ
う
。
　
の
　
係
体
言
主
格
　
中
古
で
も
、
こ
の
係
体
言
主
格
の
「
が
」
は
、
各
作
品
2
0
～
3
0
％
の
使
用
率
を
占
め
、
量
的
に
見
れ
ば
連
体
格
の
「
が
」
に
つ
い
で
多
く
使
わ
れ
て
い
る
。
内
容
的
に
は
、
主
格
を
示
す
助
詞
「
が
」
の
係
っ
て
行
く
体
言
が
明
記
さ
れ
た
ご
く
普
通
の
用
法
の
も
の
を
初
め
と
し
て
、
先
に
上
代
の
項
で
特
殊
な
用
法
と
し
て
上
げ
た
、
「
が
」
の
係
っ
て
行
く
体
言
が
省
略
さ
れ
て
記
さ
れ
て
い
な
い
も
の
、
係
結
び
の
結
び
に
当
た
る
部
分
の
述
語
と
、
主
格
助
詞
「
が
」
の
係
っ
て
行
く
述
語
が
一
致
す
る
も
の
、
主
格
を
示
す
助
詞
「
が
」
が
ク
語
法
に
係
っ
て
行
く
も
の
と
い
う
三
つ
の
用
法
が
、
上
代
に
引
き
続
き
こ
の
中
古
で
も
、
時
代
的
に
大
差
な
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。
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た
だ
、
こ
の
時
代
に
な
る
と
、
意
味
的
に
見
て
、
今
ま
で
見
ら
れ
な
か
っ
た
新
し
い
用
法
の
も
の
が
二
つ
出
て
来
る
の
で
、
次
に
、
そ
れ
に
つ
い
て
説
明
を
加
え
て
み
た
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
ま
ず
そ
の
第
一
は
、
同
格
の
「
が
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
先
に
ω
の
連
体
格
の
と
こ
ろ
で
述
べ
た
、
”
見
る
が
わ
び
し
さ
”
、
“
思
ひ
　
　
　
　
へ
惑
は
る
る
が
心
苦
し
さ
”
な
ど
、
用
言
の
連
体
形
＋
「
が
」
＋
形
容
詞
の
語
幹
＋
接
尾
語
“
さ
”
と
い
う
形
が
発
展
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
意
味
に
取
っ
て
も
い
い
と
思
わ
れ
る
最
初
の
例
は
、
竹
取
物
語
に
出
て
来
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
へ
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
「
さ
ら
ず
ま
か
り
ぬ
べ
け
れ
ば
思
し
な
げ
か
ん
が
悲
し
き
事
を
こ
の
春
よ
り
思
ひ
な
げ
き
侍
る
也
　
　
　
（
九
）
　
右
の
例
で
は
、
推
量
の
助
動
詞
“
む
”
（
原
文
表
記
“
ん
〃
）
の
連
体
形
を
承
け
た
主
格
助
詞
の
「
が
」
が
”
悲
し
き
”
と
い
う
形
容
詞
の
連
体
形
に
続
く
”
事
”
と
い
う
体
言
に
係
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
こ
の
「
が
」
は
、
係
体
言
主
格
の
「
が
」
と
い
う
事
に
な
る
が
、
し
か
し
、
意
味
的
に
見
た
場
合
、
普
通
の
係
体
言
主
格
の
「
が
」
と
は
い
さ
さ
か
異
な
っ
て
い
る
。
乃
ち
、
先
の
連
体
格
の
と
こ
ろ
で
出
　
　
　
　
　
　
へ
て
来
た
”
見
る
が
わ
び
し
さ
”
な
ど
と
同
じ
く
、
こ
こ
の
「
が
」
は
、
前
の
”
思
し
な
げ
か
ん
μ
事
に
対
す
る
感
想
を
、
「
が
」
の
後
の
”
悲
し
き
事
”
が
述
べ
て
い
る
と
い
う
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
　
た
だ
、
連
体
格
の
場
合
に
は
、
”
見
る
事
が
わ
び
し
い
よ
”
と
い
う
よ
う
に
、
感
情
を
含
ん
だ
余
情
表
現
に
な
っ
て
い
た
が
、
　
こ
の
場
合
は
、
“
お
思
い
嘆
く
こ
と
の
悲
し
い
事
を
”
と
な
っ
て
、
む
し
ろ
、
”
思
し
な
げ
か
ん
”
と
”
悲
し
き
事
”
が
同
格
で
あ
る
事
を
強
調
し
て
述
べ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
　
こ
の
よ
う
に
、
「
が
」
の
前
の
事
項
に
対
す
る
感
想
を
「
が
」
の
後
の
形
容
詞
、
又
は
形
容
動
詞
が
同
格
の
よ
う
に
し
て
述
べ
て
い
る
も
の
を
、
以
下
、
同
格
の
「
が
」
と
名
づ
け
て
考
え
て
み
た
い
。
　
尚
、
こ
の
同
格
の
「
が
」
は
現
在
で
は
、
助
詞
の
“
の
”
な
ど
に
と
っ
て
代
わ
っ
て
い
る
が
、
中
古
で
は
、
左
に
記
す
如
く
、
竹
取
物
語
以
後
も
平
均
し
て
か
な
り
多
く
見
え
て
い
る
。
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O
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
む
　
む
　
む
　
も
　
　
　
う
つ
く
む
　
む
　
　
何
心
な
く
う
ち
ゑ
み
な
ど
し
て
居
給
へ
る
が
い
と
愛
し
き
に
…
…
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
「
語
る
人
も
な
き
が
い
み
じ
う
い
ぶ
せ
く
も
あ
る
か
な
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
も
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
「
今
し
も
人
の
を
こ
せ
た
る
が
あ
は
れ
に
悲
し
き
こ
と
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
ヵ
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
「
ま
い
り
侍
り
に
け
る
が
う
れ
し
き
事
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
ヵ
　
　
む
　
　
む
　
「
カ
カ
ル
者
ヲ
バ
助
ク
ル
ガ
吉
キ
也
　
　
　
　
　
　
　
O
　
　
O
　
O
　
、
　
O
　
O
　
　
　
　
　
　
　
キ
ラ
ル
　
　
ヤ
サ
シ
ク
手
ヲ
被
斬
ル
ガ
弊
キ
也
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
り
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
も
　
　
　
　
　
む
　
　
別
レ
申
シ
ナ
ム
ズ
ル
ガ
悲
キ
也
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
鷲
ヲ
思
ヒ
懸
ル
ガ
極
テ
愚
ナ
ル
也
　
も
う
一
つ
、
指
定
格
の
「
が
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
い
現
代
語
の
“
で
”
は
、
典
型
的
な
指
定
格
の
例
と
し
て
考
え
ら
れ
よ
う
。
　
　
O
　
　
O
　
　
O
　
　
O
　
　
O
　
　
O
　
　
O
　
　
O
　
　
Q
　
　
O
　
　
O
　
　
O
　
　
O
　
　
O
　
　
、
　
　
O
　
　
O
　
　
O
　
　
O
　
　
O
　
　
O
　
　
O
　
　
O
　
　
Q
こ
の
意
味
グ
ル
ー
プ
の
中
で
特
殊
な
用
法
と
し
て
考
え
て
み
た
の
は
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
っ
た
ん
“
こ
れ
こ
れ
だ
μ
と
指
定
し
た
あ
と
、
　
に
置
ぎ
換
え
て
考
え
る
事
が
出
来
る
と
思
う
。
有
名
な
、
（
源
・
若
紫
）
（
源
・
柏
木
）
（
更
・
野
辺
の
笹
原
）
（
大
・
一
ノ
序
）
（
今
・
五
ノ
十
九
）
（
今
・
十
ノ
ニ
十
九
）
．
（
今
・
一
一
十
山
ハ
ノ
七
）
（
今
・
二
十
九
ノ
計
三
）
　
　
　
　
　
　
前
に
㈲
の
主
格
の
圭
こ
ろ
で
一
寸
触
れ
た
が
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
更
に
説
明
を
加
え
る
も
の
で
、
　
　
源
氏
物
語
の
書
き
出
し
の
部
分
に
出
て
来
る
「
が
」
な
ど
　
　
い
と
や
む
ご
と
な
き
際
に
は
あ
ら
ぬ
が
す
ぐ
れ
て
時
め
き
給
ふ
あ
り
け
り
（
桐
壺
）
　
右
の
例
で
は
、
打
消
の
助
動
詞
“
ず
μ
の
連
体
形
“
ぬ
”
を
承
け
た
主
格
を
示
す
助
詞
の
「
が
」
が
、
”
時
め
き
給
ふ
”
の
下
に
略
さ
れ
た
“
人
”
と
か
”
方
”
と
い
う
体
言
に
係
っ
て
い
る
。
乃
ち
、
係
体
言
主
格
の
「
が
」
と
い
う
事
に
な
る
が
、
意
味
的
に
見
る
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
こ
の
部
分
は
、
”
位
が
高
く
勝
れ
た
身
分
で
は
な
い
方
で
勝
れ
て
時
に
逢
っ
て
栄
え
な
さ
る
方
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
よ
μ
と
な
り
、
「
が
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
、
先
に
主
格
の
所
で
述
べ
た
今
昔
物
語
の
“
年
五
十
許
ナ
ル
男
ノ
怖
シ
気
ナ
ル
ガ
水
干
装
束
シ
テ
…
…
”
と
い
う
例
の
“
ノ
”
と
同
じ
く
、
指
定
格
を
表
わ
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
指
定
格
の
「
が
」
も
左
に
記
す
如
く
、
中
古
の
作
品
で
は
平
均
し
て
か
な
り
多
く
見
え
て
い
る
。
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む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
し
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
こ
の
男
の
物
な
ど
い
ひ
け
る
が
い
ひ
や
み
に
け
る
そ
そ
が
中
に
を
り
け
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
和
・
附
・
二
）
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
へ
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
友
達
た
り
け
る
が
物
の
ゆ
へ
知
り
た
り
け
る
を
ぞ
呼
び
に
や
り
て
…
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
和
・
附
・
二
）
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
ぬ
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
高
麗
の
紙
の
薄
様
だ
ち
た
る
が
せ
め
て
な
ま
め
か
し
き
を
…
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
源
・
梅
枝
）
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
も
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
継
母
な
り
し
人
は
宮
仕
へ
せ
し
が
下
り
し
な
れ
ば
…
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
更
・
梅
の
立
ち
枝
）
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
う
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
「
北
方
に
て
お
は
せ
し
が
の
ち
に
は
六
条
の
左
大
臣
ど
の
の
御
子
の
右
大
弁
の
う
へ
に
て
お
は
し
け
る
は
四
の
君
と
こ
そ
は
　
（
大
・
三
、
師
輔
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
姦
ナ
鼠
・
禦
鳶
ル
憲
裟
加
出
来
テ
ー
・
－
　
　
　
　
　
（
今
・
五
・
＋
七
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ソ
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
む
　
む
「
娘
・
築
霧
ル
肇
黒
シ
魏
轟
ル
讐
定
メ
・
…
　
　
　
（
今
・
＋
垂
一
）
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
。
。
。
。
ケ
ル
。
・
・
ヒ
ト
ヤ
。
。
。
。
。
。
。
。
ニ
ケ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
者
也
ケ
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
今
・
二
十
九
ノ
廿
二
）
　
　
本
ハ
侍
胃
＝
ア
有
㌦
盗
シ
テ
獄
二
居
テ
後
放
免
二
成
。
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
　
　
　
　
　
　
　
．
7
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
以
上
記
し
た
よ
う
に
、
こ
の
係
体
言
主
格
と
い
う
意
味
グ
ル
ー
プ
に
は
、
中
古
に
な
る
と
、
同
格
、
指
定
格
と
い
う
二
つ
の
新
た
な
用
法
が
現
わ
れ
た
事
を
注
意
し
て
お
き
た
い
。
尚
、
こ
れ
ら
二
つ
の
用
法
は
い
ず
れ
も
「
が
」
が
用
言
の
連
体
形
を
承
け
た
時
に
の
み
起
こ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
追
記
し
て
、
続
い
て
賓
格
の
「
が
」
に
つ
い
て
述
べ
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。
　
◎
賓
　
　
　
格
　
上
代
で
す
ら
そ
れ
程
多
く
使
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
の
賓
格
の
「
が
」
は
、
中
古
で
も
各
作
品
そ
の
使
用
率
は
極
め
て
低
く
、
平
均
10
唐
ﾉ
も
満
ち
て
い
な
い
。
し
か
も
、
そ
の
用
法
を
見
る
と
、
「
が
」
が
、
形
式
語
の
う
ち
で
も
、
”
ご
と
”
、
又
は
“
ご
と
し
”
に
続
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
ば
い
て
行
く
の
が
圧
倒
的
に
多
く
、
如
何
に
そ
の
使
用
範
囲
が
狭
ま
っ
て
来
た
か
を
物
語
っ
て
い
る
。
　
た
だ
、
和
漢
混
清
文
の
今
昔
物
語
で
は
、
他
の
和
文
体
の
作
品
に
比
べ
て
、
こ
の
賓
格
の
「
が
」
が
、
質
量
共
に
割
合
豊
富
に
用
い
ら
れ
て
い
る
事
が
目
立
つ
。
結
局
、
こ
の
賓
格
の
「
が
」
は
、
既
に
中
古
に
於
て
、
漢
文
体
の
世
界
の
語
法
と
し
て
ほ
と
ん
ど
一
般
に
は
使
用
さ
れ
な
く
な
っ
て
来
た
と
い
う
事
が
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
で
は
、
意
味
考
察
の
最
後
に
、
逆
接
の
意
味
に
取
一222
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れ
る
「
が
」
に
つ
い
て
述
べ
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。
　
㈹
　
逆
　
　
　
接
　
上
代
で
は
全
然
用
い
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
逆
接
の
「
が
」
は
、
中
古
で
も
、
大
和
物
語
、
大
鏡
、
今
昔
物
語
の
わ
ず
か
三
作
品
に
見
ら
れ
る
に
過
ぎ
な
い
。
　
ま
ず
こ
の
中
で
時
代
的
に
一
番
古
い
大
和
物
語
を
見
る
と
、
次
の
よ
う
な
、
逆
接
の
意
味
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
例
が
出
て
来
る
。
　
又
釣
殿
の
宮
に
若
狭
の
御
と
い
ひ
け
る
人
を
召
し
た
り
け
る
が
、
又
も
召
な
か
り
け
れ
ば
よ
み
て
た
て
ま
つ
り
け
る
　
　
　
（
十
五
）
　
こ
の
文
を
現
代
語
に
訳
す
と
、
”
召
し
た
り
け
る
”
の
主
語
が
陽
成
院
で
あ
る
か
ら
、
”
又
、
陽
成
院
が
緩
子
内
親
王
の
御
殿
で
若
狭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
の
御
と
い
う
女
房
を
呼
ん
で
お
逢
い
に
な
っ
た
け
れ
ど
も
そ
れ
っ
き
り
で
再
び
お
召
し
が
な
か
っ
た
か
ら
若
狭
の
御
は
歌
を
詠
ん
で
奉
っ
た
”
と
な
る
。
つ
ま
り
こ
こ
で
は
、
助
動
詞
“
け
り
”
の
連
体
形
“
け
る
”
を
承
け
た
「
が
」
が
、
明
ら
か
に
、
”
け
れ
ど
も
”
と
か
“
と
こ
ろ
が
”
の
意
を
持
つ
接
続
助
詞
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。
し
か
も
、
こ
の
文
で
は
「
が
」
の
後
に
”
召
な
か
り
け
れ
ば
”
と
い
う
既
定
条
件
が
来
て
い
る
の
だ
か
ら
ま
す
ま
す
、
「
が
」
は
“
け
れ
ど
も
”
の
意
を
持
っ
た
接
続
助
詞
、
乃
ち
、
逆
接
の
意
味
を
有
す
る
助
詞
と
い
う
感
が
強
く
な
る
。
そ
れ
で
、
こ
れ
こ
そ
一
番
初
め
に
現
わ
れ
た
逆
接
の
「
が
」
と
し
て
考
え
た
い
が
、
残
念
な
が
ら
こ
れ
に
は
異
文
が
存
す
る
の
で
、
確
実
な
例
と
し
て
取
り
上
げ
る
ま
で
に
は
至
ら
な
い
。
乃
ち
こ
こ
の
部
分
、
御
巫
本
及
び
鈴
鹿
本
で
は
「
が
」
が
省
か
れ
、
”
召
し
た
り
け
る
”
で
文
が
い
っ
た
ん
切
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
こ
の
「
が
」
を
逆
接
の
意
味
を
有
し
た
例
と
し
て
、
俄
か
に
信
用
す
る
事
は
出
来
な
い
。
し
か
し
、
御
巫
本
及
び
鈴
鹿
本
は
大
和
物
語
の
伝
本
中
そ
れ
程
善
本
で
は
な
い
反
面
、
か
な
り
の
善
本
と
目
さ
れ
て
い
る
為
家
本
や
拾
穂
抄
本
で
は
、
こ
の
部
分
が
明
ら
か
に
「
が
」
と
記
さ
れ
て
い
る
事
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
こ
の
「
が
」
を
、
逆
接
の
例
に
は
、
は
い
ら
な
い
と
し
て
全
く
無
視
し
て
し
ま
う
わ
け
に
は
行
か
な
い
で
あ
ろ
う
。
　
次
に
、
こ
の
大
和
物
語
か
ら
約
半
世
紀
後
に
成
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
言
わ
れ
て
い
る
大
鏡
で
は
、
逆
接
の
意
味
に
取
れ
る
「
が
」
223
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の
例
が
、
全
部
で
5
つ
見
え
て
い
る
。
こ
の
う
ち
3
例
は
異
文
が
存
す
る
の
で
確
実
な
例
と
は
言
え
な
い
が
、
次
の
2
例
は
、
大
鏡
の
二
大
伝
本
で
あ
る
六
巻
東
松
本
で
も
、
八
巻
流
布
本
で
も
、
明
ら
か
に
「
が
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
逆
接
の
意
味
を
有
す
る
も
の
と
し
て
考
え
て
よ
い
と
思
う
。
ま
ず
そ
の
第
一
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
賀
縁
阿
閣
梨
と
ま
う
す
僧
の
ゆ
め
に
こ
の
君
だ
ち
二
人
お
は
し
け
る
が
あ
に
前
少
将
い
た
う
も
の
お
も
へ
る
さ
ま
に
て
　
　
こ
の
後
少
将
は
い
と
心
地
よ
げ
な
る
さ
ま
に
て
お
は
し
け
れ
ば
…
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
（
大
．
三
ノ
伊
サ
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
へ
と
い
う
例
で
あ
る
。
右
の
文
中
、
問
題
と
な
る
部
分
だ
け
を
訳
す
と
、
”
こ
の
君
達
お
二
人
が
い
ら
っ
し
や
っ
た
と
こ
ろ
が
兄
の
前
少
将
は
ひ
ど
く
憂
を
含
ん
だ
様
子
に
お
見
え
な
さ
り
…
…
”
と
な
る
か
ら
、
こ
の
場
合
、
助
動
詞
“
け
り
”
の
連
体
形
“
け
る
”
を
承
け
た
助
詞
の
「
が
」
は
、
逆
接
の
接
続
助
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
か
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
源
大
納
言
重
光
卿
御
む
す
め
の
は
ら
に
女
君
二
人
男
君
一
人
お
は
せ
し
が
こ
の
君
た
ち
み
な
お
と
な
び
給
て
女
ぎ
み
　
　
た
ち
は
き
さ
き
が
ね
と
か
し
つ
き
た
て
ま
つ
り
た
ま
ひ
し
ほ
ど
に
…
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
．
四
ノ
道
隆
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
へ
と
い
う
例
で
は
、
”
姫
君
が
お
二
人
男
君
が
お
一
人
い
ら
っ
し
や
い
ま
し
た
と
こ
ろ
が
こ
の
御
子
様
達
は
皆
御
成
人
な
さ
い
ま
し
て
・
．
・
…
”
と
い
う
よ
う
に
訳
せ
る
の
で
、
こ
こ
で
も
、
過
去
の
助
動
詞
“
き
”
の
連
体
形
“
し
”
を
承
け
た
助
詞
の
「
が
」
は
、
逆
接
の
意
味
を
有
す
る
接
続
助
詞
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
　
さ
て
、
以
上
、
大
和
物
語
、
大
鏡
の
二
作
品
に
見
ら
れ
た
計
3
例
の
「
が
」
を
、
一
括
し
て
、
“
け
れ
ど
も
”
と
か
“
と
こ
ろ
が
”
と
訳
せ
る
か
ら
と
し
て
逆
接
の
意
味
を
有
す
る
接
続
助
詞
で
あ
る
と
見
て
来
た
が
、
次
の
今
昔
物
語
の
考
察
を
行
な
う
前
に
、
ま
ず
こ
れ
ら
を
意
味
的
に
も
う
少
し
詳
し
く
見
て
、
各
≧
の
違
い
を
明
ら
か
に
し
て
み
る
こ
と
と
し
た
い
。
　
ま
ず
、
大
和
物
語
の
例
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
意
味
的
に
見
て
、
明
ら
か
に
逆
接
の
「
が
」
と
考
え
ら
れ
る
。
と
言
う
の
は
、
先
に
も
一
寸
触
れ
た
が
、
”
召
な
か
り
け
れ
ば
”
と
い
う
既
定
条
件
が
「
が
」
の
後
に
見
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
一
般
に
現
代
語
な
ど
で
「
が
」
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が
明
ら
か
な
逆
接
の
意
と
取
れ
る
も
の
の
一
つ
に
、
「
が
」
の
後
に
予
期
し
た
こ
と
と
反
対
の
既
定
条
件
が
来
て
い
る
場
合
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
　
例
え
ば
、
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
　
風
は
吹
い
て
い
た
が
寒
く
な
か
っ
た
の
で
出
か
け
る
こ
と
に
し
た
と
い
う
文
で
考
え
て
み
よ
う
。
こ
の
場
合
の
助
詞
「
が
」
は
明
ら
か
に
逆
接
の
意
味
を
有
す
る
接
続
助
詞
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
こ
で
は
、
”
風
は
吹
い
て
い
た
〃
と
い
う
事
実
に
対
し
て
、
当
然
”
寒
い
”
こ
と
を
予
期
し
て
い
た
の
に
、
”
寒
く
な
か
っ
た
の
で
”
と
い
う
既
定
条
件
が
来
て
い
る
の
で
あ
る
。
同
様
に
考
え
る
と
、
大
和
物
語
の
場
合
も
、
陽
成
院
が
〃
お
召
し
に
な
っ
た
”
と
い
う
事
実
に
対
し
て
、
”
又
召
が
あ
る
”
事
を
予
期
し
て
い
た
の
に
、
”
召
が
な
か
っ
た
の
で
”
と
い
う
既
定
条
件
が
来
て
い
る
事
に
な
る
。
よ
っ
て
、
こ
の
場
合
の
「
が
」
は
、
明
ら
か
な
逆
接
の
意
味
を
有
し
た
例
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
、
異
文
の
問
題
が
あ
る
の
で
、
あ
く
ま
で
も
確
実
な
例
と
し
て
取
り
上
げ
る
ま
で
に
は
至
ら
な
い
が
…
…
　
と
こ
ろ
で
、
大
鏡
の
方
の
2
例
は
、
こ
の
大
和
物
語
の
用
法
と
は
違
い
、
わ
ざ
わ
ざ
「
が
」
を
逆
接
の
意
味
と
し
て
考
え
る
必
要
も
な
い
と
思
わ
れ
る
。
　
乃
ち
、
こ
の
場
合
の
「
が
」
は
、
あ
る
文
に
続
け
て
更
に
別
の
説
明
を
加
え
る
に
当
た
り
、
そ
こ
で
一
呼
吸
入
れ
て
ほ
と
ん
ど
無
意
識
に
「
が
」
と
発
し
た
も
の
と
考
え
て
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
こ
の
「
が
」
は
現
代
語
に
す
る
と
、
．
”
と
こ
ろ
が
”
と
か
“
け
れ
ど
も
”
と
い
う
逆
接
風
な
訳
語
も
可
能
で
あ
る
し
、
又
、
“
さ
て
”
と
か
“
と
こ
ろ
で
”
と
い
う
単
な
る
接
続
詞
の
よ
5
に
考
え
て
も
訳
せ
る
の
で
あ
る
。
た
だ
、
注
目
す
べ
き
な
の
は
、
こ
の
場
合
、
「
が
」
の
前
後
の
文
章
の
主
語
が
一
致
す
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
主
語
が
明
記
さ
れ
て
い
る
事
で
あ
る
。
例
え
ば
、
大
鏡
の
最
初
の
文
で
は
、
“
こ
の
君
だ
ち
”
と
い
う
「
が
」
の
前
文
の
主
語
と
、
“
あ
に
前
少
将
〃
及
び
”
こ
の
後
少
将
〃
と
い
う
後
文
の
二
つ
の
主
語
が
一
致
し
て
い
る
し
、
又
、
二
番
月
の
方
の
例
文
で
は
”
女
一225一
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君
二
人
男
君
一
人
”
と
い
う
「
が
」
の
前
に
あ
る
文
の
主
語
と
、
“
こ
の
君
だ
ち
”
と
い
う
後
の
文
の
主
語
が
一
致
し
、
し
か
も
各
≧
明
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
先
に
、
㈲
の
主
格
助
詞
「
が
」
の
考
察
の
と
こ
ろ
で
、
用
言
の
終
止
形
に
係
っ
て
行
く
「
が
」
の
一
つ
に
、
逆
接
の
意
味
の
含
ま
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
事
を
述
べ
た
が
、
そ
の
際
、
逆
接
の
意
味
が
は
い
っ
て
い
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
「
が
」
を
主
格
助
詞
の
ま
ま
で
置
い
て
お
い
た
。
そ
れ
は
、
あ
の
場
合
、
「
が
」
助
詞
の
結
ん
だ
二
つ
の
文
の
主
語
は
一
致
し
て
い
る
の
に
、
前
文
の
主
語
が
記
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
後
文
の
主
語
は
必
ら
ず
省
か
れ
て
記
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
主
語
、
述
語
が
明
記
さ
れ
て
い
る
完
全
な
る
二
つ
の
文
を
つ
な
い
で
い
る
「
が
」
を
接
続
助
詞
と
し
て
、
又
、
主
語
、
述
語
が
明
記
さ
れ
た
文
と
、
も
う
一
つ
、
主
語
が
省
略
さ
れ
て
い
る
、
形
式
的
に
は
不
完
全
な
文
と
を
つ
な
い
で
い
る
「
が
」
を
主
格
助
詞
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
考
え
て
み
た
の
で
、
こ
こ
に
一
応
断
わ
っ
て
お
く
事
に
し
た
い
。
尚
、
こ
の
逆
接
の
意
味
を
含
ん
だ
主
格
助
詞
「
が
」
は
、
接
続
助
詞
「
が
」
へ
移
っ
て
行
く
過
渡
期
の
状
態
の
も
の
と
見
て
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
　
さ
て
、
今
昔
物
語
に
出
て
来
る
逆
接
の
「
が
」
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
全
部
で
1
2
例
見
え
て
い
る
。
う
ち
3
例
は
異
文
が
存
す
る
の
で
確
実
な
も
の
と
し
て
は
取
り
上
げ
ら
れ
な
い
。
残
る
9
例
の
う
ち
1
例
は
大
和
物
語
に
出
て
来
た
用
法
と
同
じ
く
予
期
に
反
し
た
既
定
条
件
を
後
文
に
伴
っ
た
も
の
で
あ
り
、
又
4
例
は
大
鏡
に
見
ら
れ
た
用
法
の
如
く
、
「
が
」
で
つ
な
い
だ
二
文
の
主
語
が
一
致
し
、
し
か
も
、
各
≧
明
記
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
外
に
、
今
昔
物
語
で
は
、
新
た
に
次
の
よ
う
な
、
逆
接
の
「
が
」
が
出
て
来
る
。
そ
れ
は
、
「
が
」
が
、
二
つ
の
文
章
を
結
ぶ
と
い
う
役
目
を
し
て
い
る
事
に
変
わ
り
は
な
い
が
、
必
ら
ず
し
も
、
二
文
の
主
語
が
一
致
し
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。
た
だ
、
二
文
の
主
語
が
全
く
別
の
も
の
で
あ
る
の
か
と
言
う
と
、
そ
う
で
も
な
く
、
こ
の
二
つ
の
主
語
は
ど
こ
か
つ
な
が
り
を
持
っ
て
い
る
と
言
え
る
。
左
に
、
例
を
上
げ
て
説
明
し
て
み
よ
う
。
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サ
キ
　
　
其
鉄
取
ル
老
六
人
有
ケ
ル
ガ
長
也
ケ
ル
者
ノ
己
等
ガ
ド
チ
物
語
シ
ケ
ル
次
二
「
佐
渡
ノ
国
ニ
コ
ソ
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花
栄
タ
ル
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ハ
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有
シ
カ
」
ト
云
ケ
ル
ヲ
…
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
十
六
ノ
十
五
）
　
右
の
例
で
は
、
「
が
」
の
前
の
方
の
文
章
の
主
語
が
”
鉄
取
ル
者
六
人
”
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
後
方
の
文
の
主
語
は
、
”
長
也
ケ
ル
者
”
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
二
つ
の
文
の
主
語
は
一
致
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
た
だ
、
”
長
也
ケ
ル
者
”
は
”
鉄
取
ル
者
六
人
”
の
中
の
一
人
で
あ
る
の
で
、
こ
の
二
つ
の
主
語
は
全
然
関
係
が
な
い
と
い
う
わ
け
で
も
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
「
が
」
の
つ
な
い
だ
二
文
の
主
語
が
、
全
く
一
致
し
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
も
な
い
が
、
何
ら
か
の
つ
な
が
り
を
持
っ
て
い
る
も
の
、
こ
の
今
昔
物
語
に
、
右
の
例
の
外
に
、
あ
と
二
つ
見
ら
れ
た
の
で
、
参
考
ま
で
に
左
に
記
し
て
お
く
こ
と
と
し
よ
う
。
峯
容
榊
ル
費
人
・
侍
孫
荏
τ
　
　
　
　
　
　
三
＋
七
垂
一
）
　
　
　
　
　
　
（
兄
は
男
子
二
人
の
う
ち
の
一
人
）
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
サ
メ
コ
ト
　
　
　
　
　
　
　
ゐ
　
　
　
　
　
む
　
む
　
「
夜
前
コ
ソ
其
丸
、
彼
丸
ハ
詣
来
テ
私
語
仕
リ
シ
ガ
其
等
ガ
家
共
ハ
其
≧
也
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
十
九
ノ
七
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
其
等
は
其
丸
、
彼
丸
を
指
す
）
　
と
こ
ろ
で
、
今
昔
物
語
に
は
、
他
に
も
う
一
つ
、
逆
接
の
意
味
に
し
か
考
え
ら
れ
な
い
「
が
」
が
見
ら
れ
る
が
、
　
こ
れ
は
、
諸
本
「
が
」
と
明
記
し
て
い
る
と
は
言
え
、
今
ま
で
の
用
法
と
は
違
い
、
全
く
、
特
異
な
も
の
で
あ
っ
て
、
解
釈
に
苦
し
む
の
で
あ
る
。
と
も
か
く
、
そ
の
例
を
上
げ
て
み
よ
う
。
今
ハ
黄
葦
女
・
再
ル
夏
・
．
響
衛
・
大
路
・
西
様
・
霧
ル
坐
条
去
三
不
形
也
三
＋
九
・
＝
一
＋
九
）
　
右
の
文
の
う
ち
、
”
女
ノ
有
ケ
ル
”
を
承
け
る
「
が
」
は
係
体
言
主
格
の
「
が
」
と
し
て
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
”
行
ケ
ル
”
を
承
け
る
「
が
」
が
問
題
の
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
”
行
ケ
ル
”
を
承
け
る
「
が
」
は
、
二
つ
の
文
を
つ
な
い
で
い
る
に
は
違
い
な
い
が
、
前
方
の
文
の
主
語
が
”
若
キ
女
ノ
有
ケ
ル
”
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
後
方
の
文
の
主
語
は
”
小
一
条
ト
云
フ
”
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
ら
二
つ
の
主
語
の
問
に
は
、
直
接
に
何
の
関
係
も
な
い
事
に
な
る
。
小
一
条
と
は
こ
の
場
合
宗
像
神
社
の
事
で
あ
る
が
、
こ
の
宗
像
神
社
は
、
地
理
的
に
見
て
、
近
衛
大
路
を
西
方
に
行
っ
た
と
こ
ろ
、
乃
ち
、
左
京
に
属
し
て
い
た
と
言
わ
れ
る
の
で
、
結
局
、
前
文
の
一227
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主
語
で
あ
る
”
若
キ
女
”
が
向
か
っ
た
、
そ
の
目
的
地
と
後
文
の
主
語
“
小
一
条
”
と
が
関
係
あ
る
こ
と
に
な
る
。
　
つ
ま
り
、
こ
の
場
合
に
は
、
そ
の
主
語
同
士
は
直
接
に
何
の
関
係
も
持
た
な
い
二
つ
の
文
を
、
「
が
」
が
結
ん
で
い
る
事
に
な
り
、
「
が
」
そ
の
も
の
に
は
ほ
と
ん
ど
意
味
が
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
乃
ち
、
二
文
を
続
け
て
記
述
す
る
に
際
し
、
本
当
に
無
意
識
に
、
一
呼
吸
入
れ
て
、
「
が
」
助
詞
を
二
文
の
間
に
挿
入
し
た
も
の
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
ほ
と
ん
ど
、
そ
の
関
係
の
薄
い
文
章
を
つ
な
ぐ
と
い
う
接
続
助
詞
「
が
」
の
用
法
が
、
新
し
く
こ
の
今
昔
物
語
で
現
わ
れ
て
い
る
事
を
、
特
に
、
指
摘
し
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。
　
以
上
、
こ
の
中
古
で
新
た
に
現
わ
れ
た
逆
接
の
「
が
」
は
、
意
味
的
、
内
容
的
に
見
て
、
必
ら
ず
し
も
明
ら
か
な
逆
接
の
意
を
有
し
て
い
な
い
も
の
も
あ
る
が
、
便
宜
上
、
一
括
し
て
、
逆
接
と
い
う
グ
ル
ー
プ
に
入
れ
て
み
た
の
で
、
そ
の
旨
、
断
わ
っ
て
お
く
。
　
そ
れ
で
は
、
こ
れ
で
中
古
に
於
け
る
助
詞
「
が
」
の
意
味
考
察
を
終
了
し
、
続
い
て
、
中
世
前
期
（
鎌
倉
時
代
）
に
つ
い
て
の
調
査
結
果
の
あ
ら
ま
し
を
述
べ
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。
一228一
　
　
四
　
中
世
前
期
（
鎌
倉
時
代
）
　
こ
の
期
の
代
表
文
献
と
し
て
選
び
出
し
た
も
の
は
、
二
大
随
筆
作
品
で
あ
る
方
丈
記
（
方
）
、
徒
然
草
（
徒
）
、
そ
れ
に
歌
集
の
新
古
今
和
歌
集
（
新
）
、
説
話
文
学
の
宇
治
拾
遺
物
語
（
宇
）
と
十
訓
抄
（
十
）
、
も
う
一
つ
、
代
表
的
な
軍
記
物
語
と
し
て
平
家
物
語
（
平
）
と
い
う
以
上
六
作
品
で
あ
る
。
　
こ
れ
ら
の
作
品
か
ら
助
詞
の
「
が
」
を
抜
き
出
し
こ
れ
ま
で
と
同
じ
よ
う
に
、
用
法
、
接
続
、
意
味
の
三
つ
の
方
面
か
ら
考
察
を
加
え
て
み
た
と
こ
ろ
、
用
法
及
び
接
続
の
両
面
に
関
し
て
は
、
と
り
わ
け
注
意
す
べ
き
点
も
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。
　
乃
ち
、
用
法
で
は
、
相
変
わ
ら
ず
「
が
」
助
詞
が
地
の
文
、
歌
、
会
話
の
い
ず
れ
に
も
、
何
ら
の
制
限
を
受
け
る
こ
と
な
く
自
由
に
助詞「が」の通時的考察　（我妻）
使
わ
れ
て
い
る
し
、
又
接
続
で
は
、
体
言
を
承
け
る
「
が
」
の
例
が
圧
倒
的
に
多
く
、
外
に
助
動
詞
を
承
け
る
も
の
が
質
量
共
に
増
し
、
助
詞
を
承
け
る
例
も
、
わ
ず
か
ば
か
り
で
あ
る
が
、
出
て
来
る
こ
と
、
す
べ
て
、
前
の
中
古
の
場
合
と
同
じ
で
あ
る
。
　
さ
て
、
意
味
の
面
を
見
る
と
、
ま
ず
、
中
古
の
考
察
の
際
に
見
ら
れ
た
助
詞
「
が
」
の
五
つ
の
立
目
心
味
用
法
は
、
引
き
続
き
、
こ
の
中
世
で
も
現
わ
れ
て
い
た
。
　
そ
の
外
に
、
こ
の
時
代
に
な
っ
て
新
し
く
出
て
来
た
も
の
は
特
別
に
な
い
の
で
、
以
下
、
先
の
中
古
で
述
べ
た
順
に
し
た
が
っ
て
、
各
意
味
グ
ル
ー
プ
別
に
目
立
つ
点
な
ど
を
概
観
し
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。
　
ω
連
体
格
　
参
考
に
し
た
ど
の
作
品
で
も
、
こ
の
連
体
格
の
「
が
」
は
一
番
多
く
用
い
ら
れ
、
各
作
品
5
0
％
前
後
の
高
率
を
占
め
て
い
る
。
内
容
的
に
は
、
こ
れ
ま
で
こ
の
グ
ル
ー
プ
の
中
で
特
別
な
も
の
と
し
て
上
げ
て
来
た
、
人
称
代
名
詞
を
承
け
る
「
が
」
の
例
、
地
名
に
使
わ
れ
て
い
る
「
が
」
の
例
、
用
言
の
連
体
形
と
形
容
詞
の
語
幹
＋
接
尾
語
“
さ
”
と
い
う
形
を
結
ん
で
全
体
と
し
て
感
情
を
含
ん
だ
言
い
方
に
な
っ
て
い
る
「
が
」
の
例
、
そ
れ
に
、
中
古
で
新
た
に
現
わ
れ
た
準
体
言
の
「
が
」
の
例
が
、
相
変
わ
ら
ず
、
こ
の
時
代
に
な
っ
て
も
、
使
わ
れ
続
け
、
全
く
そ
の
姿
を
消
し
て
し
ま
っ
た
も
の
は
、
ひ
と
つ
も
見
当
た
ら
な
い
。
　
た
だ
、
量
的
に
見
た
場
合
、
既
に
こ
の
前
の
中
古
で
も
見
ら
れ
た
現
象
で
あ
る
が
、
人
名
又
は
人
称
代
名
詞
を
承
け
る
連
体
格
の
「
が
」
の
例
が
、
い
ち
だ
ん
と
多
く
な
っ
て
来
て
い
る
事
が
目
立
つ
。
こ
れ
は
前
に
も
述
べ
た
通
り
、
連
体
格
の
「
が
」
の
用
法
が
現
代
の
そ
れ
に
近
く
な
っ
て
来
て
い
る
事
を
示
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
で
、
更
に
こ
の
点
で
注
意
し
て
お
き
た
い
の
は
、
古
来
、
人
名
又
は
人
称
代
名
詞
を
承
け
る
「
が
」
の
例
は
、
”
の
”
に
比
べ
て
、
そ
の
人
を
卑
し
め
る
か
、
又
は
、
そ
の
人
に
親
愛
の
情
を
示
す
の
に
使
わ
れ
る
場
合
が
多
い
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
時
代
に
な
る
と
、
こ
の
考
え
の
明
瞭
に
裏
付
け
ら
れ
る
例
が
多
く
出
て
来
る
。
例
え
ば
、
宇
治
拾
遺
物
語
を
見
る
と
、
一229一
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助詞「が」の通時的考察　（我妻）
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
　
「
四
条
大
納
言
の
は
め
で
た
く
兼
久
が
は
わ
う
か
る
べ
き
ぞ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
ノ
一
〇
）
　
と
い
う
例
が
あ
る
。
こ
れ
な
ど
は
、
助
詞
「
が
」
が
“
の
”
と
対
象
的
に
人
を
卑
し
め
る
際
に
使
わ
れ
た
例
の
一
つ
と
し
て
取
り
上
げ
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。
　
そ
れ
か
ら
、
も
う
一
つ
、
量
的
に
見
て
、
こ
の
連
体
格
の
意
味
グ
ル
ー
プ
で
目
立
つ
点
は
、
用
言
の
連
体
形
と
形
容
詞
の
語
幹
＋
接
尾
語
“
さ
”
と
い
う
形
と
を
結
ん
で
、
感
情
を
こ
め
た
言
い
方
に
な
っ
て
い
る
、
同
格
の
前
身
と
思
わ
れ
る
「
が
」
の
例
が
、
非
常
に
少
な
く
な
っ
て
い
る
事
で
あ
る
。
乃
ち
、
こ
れ
は
、
宇
治
拾
遺
物
語
、
平
家
物
語
、
十
訓
抄
の
各
作
品
に
一
例
ず
つ
見
ら
れ
る
に
過
ぎ
な
い
。
し
か
も
、
今
昔
物
語
と
宇
治
拾
遺
物
語
を
比
べ
て
み
る
と
、
今
昔
物
語
で
こ
の
用
法
の
使
わ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
が
、
宇
治
拾
遺
物
語
で
は
、
全
く
別
の
書
き
方
に
な
っ
て
い
る
例
が
出
て
来
る
。
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
レ
ヌ
ベ
。
。
o
　
忽
二
流
勉
か
　
糸
惜
サ
ニ
寄
テ
女
ノ
手
ヲ
捕
ヘ
テ
曳
上
グ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
今
・
四
ノ
六
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
た
だ
流
れ
に
う
き
し
づ
み
流
れ
け
れ
ば
い
と
ほ
し
く
て
よ
り
て
手
を
と
り
て
引
わ
た
し
つ
　
　
　
（
宇
・
＝
ニ
ノ
一
四
）
　
こ
れ
は
、
果
た
し
て
宇
治
拾
遺
物
語
の
本
文
が
、
今
昔
物
語
の
本
文
を
手
本
に
し
て
書
き
変
え
ら
れ
た
も
の
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
が
残
る
た
め
、
た
だ
ち
に
右
の
例
か
ら
、
こ
の
用
法
が
使
わ
れ
な
く
な
っ
た
と
し
て
片
づ
け
て
し
ま
う
わ
け
に
は
行
か
な
い
。
し
か
し
、
い
ず
れ
に
し
ろ
、
こ
の
、
用
言
の
連
体
形
＋
「
が
」
＋
形
客
詞
の
語
幹
＋
接
尾
語
“
さ
”
と
い
う
感
情
を
こ
め
た
用
法
が
、
ほ
と
ん
ど
使
わ
れ
な
く
な
っ
て
来
て
い
る
事
は
事
実
で
あ
る
。
そ
し
て
更
に
、
現
在
こ
の
用
法
が
全
く
用
い
ら
れ
て
い
な
い
事
か
ら
推
す
と
、
こ
れ
又
、
連
体
格
の
助
詞
「
が
」
の
用
法
が
、
現
在
の
そ
れ
に
近
く
な
っ
て
来
て
い
る
こ
と
を
示
す
現
象
の
一
つ
と
考
え
て
い
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
　
㈲
主
　
　
　
格
　
上
代
や
中
古
で
は
、
そ
の
使
用
率
が
1
0
％
に
満
た
な
か
っ
た
こ
の
主
格
の
「
が
」
も
、
中
世
に
な
る
と
幾
ら
か
多
く
使
わ
れ
る
よ
う
一230一
、
助詞「が」の通時的考察　（我妻）
に
な
り
、
平
均
1
0
～
1
5
％
の
使
用
率
を
占
め
て
い
る
。
内
容
的
に
は
、
主
格
助
詞
「
が
」
が
、
用
言
の
未
然
形
又
は
已
然
形
に
係
っ
て
行
く
と
い
う
用
法
が
相
変
わ
ら
ず
多
く
見
え
て
い
る
が
、
特
に
、
こ
の
意
味
グ
ル
ー
プ
に
於
て
目
立
つ
点
は
、
今
ま
で
と
比
べ
て
、
用
言
の
終
止
形
に
係
っ
て
行
く
例
の
ふ
え
て
い
る
事
で
あ
る
。
先
に
、
中
古
の
考
察
の
と
こ
ろ
で
、
主
格
を
示
す
助
詞
「
が
」
が
用
言
の
終
止
形
に
係
っ
て
行
く
確
実
な
例
は
、
今
昔
物
語
で
初
め
て
出
て
来
る
が
、
そ
の
場
合
、
助
詞
「
が
」
の
用
法
は
、
前
方
に
別
の
説
明
文
が
、
指
定
格
の
助
詞
“
の
”
を
介
し
て
付
記
さ
れ
た
も
の
か
又
は
、
意
味
的
に
逆
接
の
意
が
こ
め
ら
れ
た
も
の
の
い
ず
れ
か
に
限
ら
れ
る
事
を
述
べ
た
。
中
世
に
な
る
と
、
こ
の
二
つ
の
用
法
の
う
ち
、
逆
接
の
意
味
の
含
ま
れ
て
い
る
「
が
」
の
例
が
、
い
ち
だ
ん
と
多
く
な
っ
て
い
る
。
乃
ち
、
こ
れ
を
数
字
的
に
眺
め
て
み
る
と
、
今
昔
物
語
で
は
、
主
格
を
示
す
「
が
」
助
詞
H
例
の
う
ち
、
2
6
例
が
、
逆
接
の
意
味
の
混
入
し
て
い
る
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
、
百
分
率
に
す
る
と
、
約
2
0
％
余
り
に
な
る
が
、
中
世
の
作
品
で
あ
る
宇
治
拾
遺
物
語
や
平
家
物
語
、
そ
れ
に
、
十
訓
抄
な
ど
で
は
、
な
ん
と
、
主
格
助
詞
「
が
」
の
う
ち
、
6
0
～
7
0
％
が
逆
接
の
意
味
を
も
含
ん
だ
例
と
な
っ
て
い
る
。
　
こ
の
よ
う
に
、
急
激
に
逆
接
の
意
味
を
含
ん
だ
主
格
助
詞
「
が
」
の
例
が
ふ
え
て
い
る
事
は
、
先
に
今
昔
物
語
で
出
て
来
た
よ
う
に
、
必
ら
ず
し
も
、
「
が
」
が
用
言
の
終
止
形
に
係
っ
て
行
く
場
合
だ
け
に
限
ら
ず
、
左
に
記
す
よ
う
に
、
こ
の
中
世
に
な
る
と
、
「
が
」
が
已
然
形
に
係
っ
て
行
く
場
合
に
も
、
逆
接
の
意
味
の
混
入
し
て
い
る
例
が
出
て
来
る
か
ら
で
あ
る
。
あ
る
人
の
も
と
に
生
女
房
の
誘
鍋
鉾
鍵
肇
ひ
て
そ
・
な
・
け
・
若
き
僧
三
假
名
讐
き
て
た
べ
L
・
講
震
　
僧
「
や
す
き
事
」
と
い
ひ
て
書
き
た
り
け
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
宇
・
五
ノ
七
）
仲
胤
僧
都
そ
の
座
駕
鶏
静
即
鎚
）
胤
は
や
・
つ
き
た
・
L
・
い
蹉
震
わ
か
・
僧
た
ち
「
い
か
に
」
・
顔
婁
も
・
あ
　
　
ひ
侍
け
る
に
…
・
：
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
宇
・
一
四
ノ
八
）
琵
入
道
相
国
寮
の
別
業
に
お
発
鎗
硝
釧
嗣
簗
左
衛
門
塞
を
薯
に
て
門
脇
の
宰
相
の
許
へ
「
存
・
旨
あ
り
、
一231
助詞「が」の通時的考察　（我妻）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
丹
波
少
将
い
そ
ぎ
是
へ
た
べ
」
と
の
給
ひ
つ
か
は
さ
れ
た
り
け
れ
ば
…
…
豊
後
少
喋
蝶
蘭
地
の
直
垂
に
折
烏
帽
子
で
供
奪
ら
れ
窃
謀
薯
雛
法
．
毒
墾
ぞ
、
あ
や
ま
ち
つ
か
ま
つ
る
　
な
」
と
の
給
へ
ば
…
…
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
有
国
硬
に
候
け
る
が
少
こ
は
つ
く
ろ
ひ
し
た
り
け
れ
ば
殿
下
御
覧
じ
や
り
け
れ
ば
指
を
さ
し
て
上
長
押
を
見
や
り
け
り
　
　
　
　
　
（
と
こ
ろ
が
そ
の
有
国
が
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
為
則
、
御
車
の
し
り
に
候
け
る
が
「
希
有
の
童
か
な
、
か
か
る
所
に
て
御
牛
を
ば
追
ふ
も
の
か
」
と
言
ひ
た
り
け
れ
ば
…
．
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
と
こ
ろ
が
、
そ
の
為
則
が
）
　
い
ず
れ
に
し
ろ
、
右
に
記
し
た
よ
う
な
逆
接
の
意
味
の
混
入
し
て
い
る
主
格
助
詞
「
が
」
は
、
先
述
し
た
如
く
、
詞
か
ら
接
続
助
詞
へ
と
移
行
し
て
い
く
過
渡
期
の
状
態
の
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
、
こ
の
種
の
主
格
助
詞
「
が
」
．
、
（
平
・
二
）
（
平
・
八
）
（
十
・
一
）
（
徒
・
百
十
四
）
「
が
」
が
主
格
助
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ふ
え
て
い
る
と
し
う
事
実
は
、
結
局
、
接
続
助
詞
「
が
」
が
、
徐
々
に
増
加
し
つ
つ
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
も
の
と
考
え
て
い
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
　
と
こ
ろ
で
、
も
う
一
つ
こ
の
意
味
グ
ル
ー
プ
で
注
目
す
べ
き
な
の
は
、
用
言
の
終
止
形
に
係
っ
て
行
く
主
格
助
詞
「
が
」
の
中
で
、
体
言
を
承
け
る
例
が
新
た
に
出
て
来
て
い
る
事
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
場
合
、
用
言
の
終
止
形
に
係
っ
て
行
く
と
い
う
用
法
で
あ
り
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
、
「
が
」
に
は
逆
接
の
意
味
が
混
じ
っ
て
い
る
と
い
う
事
も
な
く
、
ま
し
て
や
、
前
方
に
、
指
定
格
の
助
詞
“
の
”
を
介
し
て
別
の
説
明
文
が
加
わ
っ
て
い
る
と
い
う
事
も
な
い
。
ご
く
普
通
の
現
在
用
い
ら
れ
て
い
る
用
法
と
同
じ
く
、
助
詞
「
が
」
は
、
た
だ
単
に
主
格
の
意
味
を
有
し
て
い
る
だ
け
な
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藁
一
す
ち
が
柑
子
三
に
な
り
ぬ
。
柑
子
三
つ
が
、
布
三
む
ら
に
な
り
た
り
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（
宇
．
七
ノ
五
）
　
　
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
「
兼
康
が
ま
い
ッ
て
候
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
平
．
三
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
　
ふ
み
も
ツ
た
る
便
女
が
ま
い
ソ
て
「
五
条
大
納
言
ど
の
へ
」
と
て
さ
し
あ
げ
た
り
　
　
　
　
　
　
（
平
．
四
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
大
の
ま
な
こ
ど
も
が
千
万
い
で
き
て
入
道
相
国
を
ち
ゃ
う
ど
に
ら
ま
へ
て
ま
だ
た
き
も
せ
ず
　
　
（
平
．
五
）
　
　
　
　
も
　
　
　
　
　
む
　
　
「
介
惜
が
申
候
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
平
．
十
二
）
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
　
此
詩
は
杜
筍
鶏
が
臨
江
駅
に
宿
て
作
り
け
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
十
．
十
）
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右
の
例
の
う
ち
、
宇
治
拾
遣
物
語
の
二
例
は
、
今
昔
物
語
で
は
、
　
　
「
藁
ノ
筋
一
ツ
ヲ
取
テ
柑
子
三
二
成
ヌ
。
柑
子
亦
布
三
段
二
成
ヌ
。
　
　
　
　
（
十
六
ノ
ニ
十
八
）
と
な
っ
て
い
て
、
主
格
助
詞
「
が
」
が
用
い
ら
れ
て
い
な
い
事
を
付
記
し
て
お
こ
う
。
又
、
平
家
物
語
の
例
の
う
ち
、
“
候
”
に
係
っ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
へ
て
行
く
も
の
は
、
“
候
”
が
、
終
止
、
連
体
同
形
で
あ
る
た
め
、
こ
の
”
候
”
の
下
に
、
“
こ
と
よ
”
な
ど
の
体
言
が
省
略
さ
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
こ
れ
を
連
体
形
と
も
見
る
事
が
出
来
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
場
合
、
「
が
」
は
係
体
言
主
格
の
意
味
を
有
し
て
い
る
事
に
な
る
が
、
た
だ
、
こ
の
種
の
言
葉
は
、
そ
の
使
わ
れ
た
場
面
や
時
か
ら
推
し
て
、
武
士
が
き
っ
ぱ
り
と
自
信
を
持
っ
て
言
い
切
っ
た
感
が
強
く
、
む
し
ろ
、
“
候
”
は
連
体
形
で
あ
る
よ
り
も
、
終
止
形
と
見
た
方
が
適
当
と
思
わ
れ
る
の
で
、
終
止
形
と
し
て
考
え
て
み
た
旨
、
　
一
応
断
わ
っ
て
お
く
。
　
い
ず
れ
に
し
ろ
、
右
の
例
か
ら
、
体
言
を
承
け
た
主
格
を
示
す
助
詞
「
が
」
が
用
言
の
終
止
形
に
係
っ
て
行
く
と
い
う
用
法
が
、
や
っ
と
、
こ
の
中
世
前
期
に
な
っ
て
出
て
来
た
事
は
事
実
で
あ
り
、
こ
の
用
法
が
現
在
盛
ん
に
使
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
推
し
て
、
こ
れ
又
、
主
格
助
詞
「
が
」
の
用
法
も
、
連
体
格
助
詞
「
が
」
の
用
法
と
同
じ
く
、
現
在
の
そ
れ
に
非
常
に
近
く
な
っ
て
来
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
　
の
　
係
体
言
主
格
　
こ
の
意
味
を
有
す
る
と
思
わ
れ
る
助
詞
「
が
」
は
先
の
上
代
、
中
古
と
同
じ
く
、
連
体
格
の
助
詞
「
が
」
に
次
い
で
そ
の
使
用
率
が
高
く
、
各
作
品
、
平
均
2
0
～
3
0
％
の
割
合
を
占
め
て
い
る
。
そ
し
て
、
今
ま
で
こ
の
意
味
グ
ル
ー
プ
の
中
で
、
形
式
的
に
分
類
し
て
来
た
、
「
が
」
の
係
っ
て
行
く
体
言
が
略
さ
れ
た
も
の
、
係
り
結
び
の
結
び
の
語
と
、
「
が
」
の
係
っ
て
行
く
述
語
が
一
致
す
る
も
の
、
そ
れ
に
、
「
が
」
が
ク
語
法
に
係
っ
て
行
く
も
の
、
と
い
う
三
つ
の
用
法
、
及
び
、
意
味
的
に
こ
の
前
の
中
古
で
分
け
て
み
た
、
同
格
、
指
定
格
と
い
う
二
つ
の
用
法
が
引
き
続
き
こ
の
時
代
に
な
っ
て
も
使
わ
れ
て
い
て
、
こ
れ
ま
で
と
大
し
た
変
わ
り
は
な
い
。
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た
だ
、
量
的
に
見
る
と
、
「
が
」
の
係
っ
て
行
く
体
言
が
省
略
さ
れ
た
例
の
激
増
し
て
い
る
事
が
目
立
ち
、
　
一
方
、
同
格
、
そ
れ
に
指
定
格
の
意
味
を
持
つ
「
が
」
は
、
中
古
に
比
べ
て
ず
っ
と
そ
の
使
用
度
数
が
低
く
な
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
意
味
グ
ル
ー
プ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
㈲
の
主
格
助
詞
の
と
こ
ろ
で
見
ら
れ
た
よ
う
な
、
「
が
」
に
逆
接
の
意
味
も
混
じ
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
例
が
、
新
た
に
出
て
来
る
こ
と
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
引
出
物
の
馬
を
ひ
き
立
て
あ
り
け
る
が
幕
の
う
ち
な
が
ら
い
な
な
き
た
り
け
る
声
空
を
ひ
父
か
し
け
る
を
…
…
　
　
　
　
　
　
（
宇
・
七
ノ
六
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
と
こ
ろ
が
そ
の
馬
の
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
o
o
o
o
　
　
昔
、
経
頼
と
い
ひ
け
る
相
撲
の
家
の
か
た
は
ら
に
ふ
る
河
の
あ
り
け
る
が
ふ
か
き
淵
な
る
所
あ
り
け
る
に
、
夏
そ
の
川
ち
か
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
と
こ
ろ
が
そ
の
河
の
）
　
　
木
陰
の
あ
り
け
れ
ば
…
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
宇
・
一
四
ノ
三
）
　
　
妹
尾
が
嫡
子
小
太
郎
宗
康
は
平
家
の
御
方
に
候
け
る
が
父
が
木
曽
殿
よ
り
ゆ
る
さ
れ
て
下
る
と
き
こ
え
し
か
ば
年
来
の
郎
等
ど
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
と
こ
ろ
が
そ
の
宗
康
が
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
も
も
よ
ほ
し
あ
つ
め
其
勢
五
十
騎
ば
か
り
で
む
か
へ
に
の
ぼ
る
程
に
…
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
平
・
八
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
田
舎
武
者
の
一
人
有
け
る
が
こ
の
事
を
後
に
伝
聞
て
馬
に
て
馳
来
け
る
が
今
お
き
あ
が
り
て
小
家
に
は
ひ
い
ら
む
と
し
け
る
時
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
と
こ
ろ
が
そ
の
田
舎
武
者
の
）
　
　
行
合
て
…
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
十
・
四
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
か
た
は
も
の
ど
も
の
集
り
ゐ
た
る
が
手
も
足
も
ね
ぢ
ゆ
が
み
う
ち
か
へ
り
て
い
つ
く
も
不
具
に
異
様
な
る
を
見
て
…
…
　
　
　
（
徒
・
百
五
十
四
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
と
こ
ろ
が
そ
の
か
た
は
も
の
ど
も
の
）
　
以
上
、
右
に
記
し
た
よ
う
に
、
「
が
」
に
“
と
こ
ろ
が
”
の
意
を
含
ま
せ
て
も
考
え
ら
れ
る
例
が
、
先
の
主
格
の
意
味
グ
ル
ー
プ
に
続
き
、
こ
の
係
体
言
主
格
の
意
味
グ
ル
ー
プ
で
も
見
え
て
い
る
こ
と
は
、
接
続
助
詞
「
が
」
が
以
後
ま
す
ま
す
多
く
出
て
来
る
こ
と
を
約
束
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
　
◎
賓
　
　
　
格
　
中
古
で
既
に
、
こ
の
賓
格
の
「
が
」
は
、
そ
の
使
用
範
囲
の
限
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
漢
文
体
の
世
界
の
語
法
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
見
て
来
た
が
、
中
世
の
用
法
を
見
る
と
、
一
層
そ
の
感
が
強
ま
る
の
で
あ
る
。
乃
ち
、
和
漢
混
清
文
で
書
か
れ
た
方
丈
記
や
十
訓
抄
で
は
、
こ
の
賓
格
の
「
が
」
が
1
0
％
前
後
と
、
比
較
的
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
和
文
体
の
文
で
は
、
わ
ず
一　234一
．
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か
2
～
3
％
の
使
用
率
を
示
す
に
過
ぎ
な
く
な
っ
て
い
る
。
特
に
、
新
古
今
和
歌
集
で
は
そ
の
例
が
た
っ
た
一
つ
し
か
現
わ
れ
ず
、
古
今
集
で
1
2
例
も
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
と
比
べ
る
と
、
歌
語
の
世
界
で
も
、
こ
の
賓
格
の
「
が
」
は
ほ
と
ん
ど
用
い
ら
れ
な
く
な
っ
て
来
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
　
㈹
逆
　
　
　
接
　
中
古
の
、
大
和
物
語
、
大
鏡
、
今
昔
物
語
と
い
う
三
作
品
に
わ
ず
か
ば
か
り
見
ら
れ
た
こ
の
逆
接
の
「
が
」
は
、
中
世
前
期
で
は
、
方
丈
記
、
新
古
今
和
歌
集
を
除
く
全
作
品
で
用
い
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
の
使
用
率
は
、
各
作
品
1
～
2
％
と
極
め
て
低
い
。
　
さ
て
、
こ
れ
を
内
容
的
に
細
か
く
見
る
と
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
、
こ
れ
ま
で
出
て
来
た
も
の
と
同
じ
く
予
期
に
反
し
た
既
定
条
件
が
「
が
」
の
後
に
来
て
い
る
も
の
、
「
が
」
で
結
ん
だ
二
文
の
主
語
が
一
致
し
、
し
か
も
、
そ
の
主
語
が
各
≧
明
記
さ
れ
て
い
る
も
の
、
そ
れ
に
、
主
語
は
必
ら
ず
し
も
一
致
し
て
い
な
い
が
、
主
語
同
士
が
何
ら
か
の
関
係
を
有
し
て
い
る
も
の
、
そ
し
て
最
後
に
も
う
一
つ
、
主
語
同
士
互
い
に
ほ
と
ん
ど
関
係
を
持
た
な
い
二
文
の
間
に
「
が
」
が
挿
入
さ
れ
た
も
の
、
と
い
う
四
つ
の
用
法
の
い
ず
れ
か
に
属
し
て
い
た
。
た
だ
、
「
が
」
で
つ
な
い
だ
二
文
の
主
語
が
一
致
し
て
い
る
場
合
、
そ
の
主
語
が
両
方
と
も
省
略
さ
れ
て
記
さ
れ
て
い
な
い
も
の
が
出
て
来
る
が
、
こ
れ
は
、
用
法
上
、
今
ま
で
の
も
の
と
比
べ
て
大
き
く
変
わ
っ
た
も
の
と
は
言
え
な
い
。
尚
、
つ
い
で
に
言
え
ば
、
後
文
の
主
語
の
み
が
略
さ
れ
て
記
さ
れ
て
な
い
も
の
は
、
既
に
、
主
格
、
又
は
係
体
言
主
格
の
項
に
入
れ
て
考
え
て
み
て
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
逆
接
の
意
味
グ
ル
ー
プ
に
は
、
こ
の
時
代
に
な
る
と
、
こ
れ
ま
で
出
て
来
な
か
っ
た
新
た
な
用
法
が
見
え
て
い
る
。
そ
れ
は
、
内
容
的
に
相
反
す
る
二
文
を
「
が
」
が
結
ぶ
と
い
う
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
場
合
、
こ
れ
を
大
き
く
二
つ
の
用
法
に
分
け
て
考
え
て
み
る
事
が
出
来
る
。
乃
ち
、
そ
れ
は
「
が
」
の
前
後
に
来
る
二
つ
の
文
の
主
語
が
一
致
し
て
い
る
場
合
と
そ
う
で
な
い
場
合
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
い
ず
れ
に
於
て
も
、
助
詞
「
が
」
は
、
左
に
記
す
例
で
わ
か
る
よ
う
に
、
明
ら
か
な
逆
接
の
意
を
有
し
て
い
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る
と
い
う
こ
と
が
言
え
よ
う
。
　
ま
ず
、
二
文
の
主
語
が
一
致
し
て
い
る
例
と
し
て
は
、
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
あ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
あ
ま
ツ
さ
へ
三
日
と
さ
だ
め
ら
れ
た
り
し
が
い
ま
一
日
ひ
き
あ
げ
て
二
日
に
な
り
に
け
り
（
主
語
は
福
原
遷
都
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
こ
の
ほ
ど
は
三
位
う
た
れ
ぬ
と
き
き
つ
れ
ど
も
ま
こ
と
と
も
お
も
は
で
あ
り
つ
る
が
こ
の
く
れ
ほ
ど
よ
り
さ
も
あ
る
ら
ん
と
お
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
む
　
　
も
ひ
さ
だ
め
て
あ
る
ぞ
と
よ
（
主
語
は
北
の
方
）
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
歳
八
十
に
成
て
見
物
の
志
更
に
侍
ら
ぬ
が
こ
と
し
孫
に
て
候
男
の
内
蔵
司
の
小
使
に
て
祭
を
わ
た
り
候
が
あ
ま
り
に
見
ま
ほ
し
　
　
む
　
む
　
む
　
　
く
候
て
た
だ
見
候
は
ん
に
は
人
に
ふ
み
こ
ろ
さ
れ
ぬ
べ
く
お
ぼ
え
て
や
す
く
見
候
は
む
た
め
に
札
を
ば
た
て
て
侍
る
（
主
語
は
　
　
あ
る
翁
）
な
ど
が
上
げ
ら
れ
る
。
　
一
方
、
主
語
が
不
一
致
で
あ
る
場
合
の
例
と
し
て
は
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
「
法
皇
を
ば
鳥
羽
殿
へ
を
し
こ
め
ま
い
ら
せ
う
ど
候
が
内
々
は
鎮
西
の
方
へ
な
が
し
ま
い
ら
せ
う
ど
議
せ
ら
れ
候
（
「
が
」
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
前
文
の
主
語
は
侍
共
、
後
文
の
主
語
内
々
は
清
盛
の
内
心
）
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
臣
殿
は
鎌
倉
へ
御
く
だ
り
候
が
わ
か
公
は
京
に
御
と
ど
ま
り
あ
る
べ
き
に
て
候
な
ど
が
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
右
の
よ
う
に
、
内
容
的
に
相
反
す
る
二
文
を
つ
な
ぐ
と
い
う
場
合
に
は
、
主
語
の
一
致
、
ら
ず
、
現
在
で
も
、
逆
接
の
助
詞
と
し
て
、
「
が
」
が
盛
ん
に
使
わ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
私
は
東
京
に
は
行
っ
た
が
大
阪
に
は
行
か
な
か
っ
た
。
又
、
主
語
が
一
致
し
て
い
な
い
場
合
に
は
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
で
　
　
り
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
太
郎
は
利
口
で
す
が
次
郎
は
馬
鹿
で
す
な
ど
の
例
文
が
そ
れ
ぞ
れ
考
え
ら
れ
よ
う
、
尚
、
つ
い
で
に
言
え
ば
、
先
に
中
古
で
初
め
て
現
わ
れ
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
、
て
い
た
、
四
つ
の
逆
接
助
詞
「
が
」
の
用
法
も
、
例
を
上
げ
る
ま
で
も
な
く
、
　
以
上
、
中
古
で
現
わ
れ
た
逆
接
の
四
つ
の
意
味
用
法
の
上
に
、
更
に
新
し
く
、
（
平
・
五
）
（
平
・
九
）
（
十
・
一
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
平
・
二
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
平
・
十
一
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
不
一
致
に
拘
わ
主
語
が
一
致
し
て
い
る
場
合
は
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
時
代
で
も
引
き
続
き
見
え
現
在
盛
ん
に
用
い
ら
れ
て
し
る
も
の
で
あ
る
Q
　
　
明
ら
か
な
逆
接
の
意
味
を
有
す
る
「
が
」
の
用
法
一236一
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が
二
つ
こ
の
時
代
で
見
え
て
い
る
事
は
、
「
が
」
助
詞
全
体
の
使
用
量
か
ら
見
れ
ば
、
ま
だ
ま
だ
少
な
い
と
は
言
え
、
前
代
に
比
べ
れ
ば
、
こ
の
逆
接
の
意
味
グ
ル
ー
プ
に
含
ま
れ
る
「
が
」
が
、
質
量
共
に
、
中
世
前
期
で
ず
っ
と
増
加
し
て
い
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
　
そ
し
て
、
こ
の
事
は
、
平
安
末
期
の
作
品
で
あ
る
今
昔
物
語
と
鎌
倉
時
代
に
は
い
っ
て
か
ら
成
っ
た
宇
治
拾
遣
物
語
と
を
比
べ
て
み
る
と
、
尚
一
層
は
っ
き
り
と
す
る
。
乃
ち
、
左
に
記
す
如
く
、
今
昔
物
語
で
接
続
助
詞
の
“
に
”
や
“
ど
も
材
の
使
わ
れ
て
い
た
箇
所
が
、
宇
治
拾
遣
物
語
で
、
「
が
」
に
代
わ
っ
て
い
る
例
が
、
相
当
量
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
比
丘
不
聞
入
シ
テ
思
秘
ド
忽
・
流
黎
べ
糸
惜
サ
・
寄
・
女
・
手
垂
・
曳
上
・
　
　
　
　
　
（
今
・
四
・
六
）
°
　
耳
に
聞
入
れ
じ
と
思
ひ
け
る
が
た
だ
流
れ
に
う
き
し
づ
み
流
れ
け
れ
ば
い
と
ほ
し
く
て
よ
り
て
手
を
と
り
て
引
わ
た
し
つ
　
（
宇
・
二
ニ
ノ
一
四
）
　
　
オ
ノ
レ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
ウ
ベ
キ
　
　
己
ガ
住
浦
ニ
ハ
非
デ
他
ノ
浦
二
田
ヲ
作
ケ
ル
ニ
己
ガ
住
浦
二
種
ヲ
蒔
テ
苗
代
ト
云
事
ヲ
シ
テ
可
殖
程
二
成
ヌ
レ
バ
其
苗
ヲ
　
　
船
二
引
入
テ
…
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幽
　
　
　
　
（
今
・
二
十
六
ノ
一
〇
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
お
の
が
国
に
は
あ
ら
で
異
国
に
田
を
作
り
け
る
が
お
の
が
す
む
国
に
苗
代
を
し
て
植
べ
き
程
に
な
り
け
れ
ば
そ
の
苗
を
舟
に
い
　
　
れ
て
…
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
宇
・
四
ノ
四
）
　
　
「
茂
経
ガ
許
ニ
コ
ソ
摂
津
ノ
国
二
候
フ
下
人
ノ
鯛
ノ
荒
巻
四
五
巻
許
今
朝
持
来
リ
テ
候
ツ
ル
ヲ
一
二
巻
ハ
宿
ノ
童
部
ト
共
ニ
　
　
　
　
コ
コ
ロ
ミ
サ
ブ
ヲ
ヒ
　
　
　
　
む
ヱ
モ
イ
ハ
　
　
メ
デ
タ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ケ
ガ
　
　
サ
ブ
ラ
バ
　
　
食
べ
試
候
ツ
ル
ニ
艶
ズ
微
妙
ク
鮮
カ
ニ
候
ヒ
ツ
レ
バ
今
三
巻
ハ
繊
シ
不
候
ズ
シ
テ
置
テ
候
ツ
ル
ヲ
…
…
　
　
　
　
（
今
・
二
十
八
ノ
三
〇
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
「
用
経
が
も
と
に
こ
そ
津
の
国
な
る
下
人
の
鯛
の
あ
ら
巻
三
つ
も
て
ま
う
で
来
り
つ
る
を
一
巻
た
べ
こ
こ
ろ
み
侍
つ
る
が
え
も
　
　
い
は
ず
め
で
た
く
さ
ぶ
ら
ひ
つ
れ
ば
今
二
巻
は
け
が
さ
で
置
き
て
さ
ぶ
ら
ふ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
宇
・
ニ
ノ
五
）
　
右
に
記
し
た
例
文
は
、
先
述
し
た
如
く
、
宇
治
拾
遺
物
語
の
本
文
が
、
果
た
し
て
今
昔
物
語
を
元
に
し
て
書
き
換
え
ら
れ
た
も
の
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
が
残
る
た
め
、
あ
く
ま
で
も
、
参
考
程
度
の
つ
も
り
で
掲
げ
て
み
た
に
過
ぎ
な
い
。
　
し
か
し
、
い
ず
れ
に
し
ろ
、
こ
の
中
世
前
期
で
は
先
の
中
古
に
比
べ
る
と
、
主
格
及
び
係
体
言
主
格
の
意
味
グ
ル
ー
プ
に
、
逆
接
の
意
味
の
混
入
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
「
が
」
の
例
が
多
く
出
て
来
た
ば
か
り
か
、
今
述
べ
た
よ
う
に
、
逆
接
の
意
味
グ
ル
ー
プ
に
は
い
237一
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る
「
が
」
の
例
も
、
割
合
多
く
見
え
て
い
た
。
　
こ
れ
は
、
要
す
る
に
、
こ
の
時
代
に
な
る
と
、
助
詞
「
が
」
が
、
格
助
詞
と
し
て
の
み
な
ら
ず
、
接
続
助
詞
と
し
て
も
多
く
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
来
た
事
を
示
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
　
そ
れ
で
は
、
以
上
で
中
世
前
期
（
鎌
倉
時
代
）
に
つ
い
て
の
考
察
を
終
了
し
、
続
い
て
、
中
世
後
期
（
室
町
時
代
）
の
、
助
詞
「
が
」
の
意
味
用
法
は
ど
ん
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
見
て
行
く
こ
と
と
し
よ
う
。
　
　
五
、
中
世
後
期
（
室
町
時
代
）
　
こ
の
時
代
の
参
考
文
献
と
し
て
は
、
キ
リ
シ
タ
ソ
文
学
の
中
か
ら
、
天
草
本
平
家
物
語
（
天
）
と
天
草
本
イ
ソ
ポ
（
イ
）
の
二
作
品
を
選
び
出
し
て
み
た
。
　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
二
つ
の
作
品
に
出
て
来
た
助
詞
の
「
が
」
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
と
同
じ
く
、
用
法
、
接
続
、
意
味
の
三
つ
の
面
・
か
ら
考
察
を
行
な
っ
て
み
た
と
こ
ろ
、
今
ま
で
と
比
べ
て
特
に
大
き
く
変
わ
っ
た
点
も
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。
た
だ
、
二
、
三
気
の
つ
い
た
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
の
で
、
簡
単
に
左
に
記
し
て
お
く
こ
と
と
し
た
い
。
　
ま
ず
、
接
続
の
面
を
見
る
と
、
こ
の
時
代
に
な
っ
て
新
し
く
現
わ
れ
た
、
私
、
し
や
つ
、
そ
ち
、
身
な
ど
の
代
名
詞
、
又
、
ぢ
や
（
で
あ
る
の
転
）
、
た
、
な
ど
の
助
動
詞
を
承
け
る
「
が
」
の
例
が
、
か
な
り
頻
繁
に
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
目
立
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
は
、
用
法
的
に
は
今
ま
で
の
も
の
と
変
わ
り
が
な
い
。
　
そ
れ
か
ら
、
意
味
の
面
を
見
る
と
、
第
一
に
目
立
つ
事
は
、
中
世
前
期
ま
で
は
各
作
品
1
0
～
1
5
％
程
度
用
い
ら
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
主
格
の
「
が
」
が
、
こ
の
時
代
に
な
る
と
、
実
に
3
0
％
近
い
使
用
率
を
示
す
よ
う
に
な
っ
て
い
る
事
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
左
に
記
す
よ
う
な
、
体
言
を
承
け
る
主
格
助
詞
の
「
が
」
で
、
用
言
の
終
上
形
に
係
っ
て
行
く
も
の
が
激
増
し
て
い
る
た
め
に
起
こ
っ
た
現
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象
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
　
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
軍
が
や
ぶ
れ
た
。
　
　
　
「
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
天
・
一
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
　
　
む
　
　
む
　
　
云
ひ
置
か
う
ず
る
事
が
あ
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
天
・
一
）
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
「
す
ご
す
こ
と
が
安
か
ら
う
ず
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
天
・
二
）
　
　
　
　
　
　
　
ミ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
「
官
人
ど
も
が
御
迎
ひ
に
ま
ゐ
っ
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
天
・
二
）
　
　
　
　
　
　
　
ヵ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
そ
の
時
代
の
人
が
鼓
判
官
と
申
し
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
天
・
三
）
　
　
　
　
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
こ
れ
が
即
善
知
識
の
基
ぢ
ゃ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
天
・
四
）
　
　
　
　
、
　
　
ひ
ら
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
啓
く
こ
と
が
稀
に
あ
っ
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
イ
）
　
　
　
　
　
も
　
　
む
　
　
む
　
　
「
望
み
が
無
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
イ
）
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
弓
箭
に
及
ぶ
こ
と
が
有
っ
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
イ
）
　
次
に
、
も
う
一
つ
、
意
味
の
面
で
見
逃
し
て
な
ら
な
い
の
は
、
逆
接
の
「
が
」
の
例
も
、
前
代
に
比
し
て
ず
っ
と
ふ
え
て
い
る
事
で
あ
る
。
乃
ち
、
こ
れ
を
百
分
率
で
見
る
と
、
中
世
前
期
（
鎌
倉
時
代
）
で
は
各
作
品
わ
ず
か
ー
～
2
％
し
か
用
い
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
逆
接
の
「
が
」
．
が
、
中
世
後
期
（
室
町
時
代
）
に
は
い
る
と
、
5
～
7
％
の
使
用
率
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
特
に
、
こ
の
逆
接
の
意
味
グ
ル
ー
プ
で
内
容
的
に
目
立
つ
の
は
、
「
が
」
そ
の
も
の
に
明
確
な
逆
接
の
意
味
の
含
ま
れ
て
い
な
い
も
の
、
乃
ち
、
二
文
の
間
に
一
呼
吸
入
れ
る
意
味
で
、
ほ
と
ん
ど
無
意
識
に
挿
入
し
た
と
思
わ
れ
る
「
が
」
の
例
が
ふ
え
て
い
る
事
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
室
町
期
の
作
品
で
あ
る
天
草
本
平
家
物
語
が
、
前
代
の
平
家
物
語
を
元
に
書
ぎ
換
え
ら
れ
た
も
の
と
言
わ
れ
る
の
で
、
両
書
を
比
べ
て
み
る
と
、
一
層
は
っ
き
り
と
す
る
。
乃
ち
、
平
家
物
語
で
は
句
点
で
、
は
っ
ぎ
り
と
区
切
ら
れ
て
い
た
二
つ
の
文
が
、
天
草
本
平
家
物
語
を
見
る
と
「
が
」
で
結
ば
れ
て
一
つ
の
文
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
例
が
、
左
に
記
す
よ
う
に
、
非
常
に
多
く
出
て
来
る
の
で
あ
る
。
　
　
「
二
人
は
め
し
か
へ
さ
れ
て
都
へ
の
ぼ
り
ぬ
。
い
ま
一
人
は
の
こ
さ
れ
て
あ
そ
こ
髪
に
ま
ど
ひ
あ
り
け
共
行
え
も
し
ら
ず
　
　
　
　
　
（
平
・
三
）
　
　
「
二
人
は
こ
ぞ
の
秋
め
し
か
へ
さ
れ
て
都
へ
上
ら
れ
た
が
ま
一
人
は
残
さ
れ
て
あ
そ
こ
ご
こ
に
惑
ひ
歩
か
れ
た
が
そ
の
行
方
を
　
　
ば
知
ら
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
天
平
・
一
）
一239一
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日
の
入
給
ふ
所
は
西
方
浄
土
に
て
あ
ん
な
り
。
い
つ
か
わ
れ
ら
も
か
し
こ
に
生
れ
て
物
を
お
も
は
で
す
ぐ
さ
む
ず
ら
ん
と
…
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
日
の
入
る
方
は
極
楽
ぢ
ゃ
と
ぎ
く
が
我
等
も
い
つ
か
あ
そ
こ
に
行
っ
て
物
を
思
は
い
で
す
ご
さ
う
そ
？
さ
ば
か
り
早
き
宇
治
河
の
水
は
か
み
に
ぞ
た
た
へ
た
る
。
お
の
つ
か
ら
も
は
つ
る
る
水
に
は
な
に
も
た
ま
ら
ず
な
が
れ
け
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
み
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
さ
し
も
早
い
宇
治
川
の
水
は
上
に
た
た
へ
た
が
お
の
つ
か
ら
は
つ
る
る
水
に
は
何
も
た
ま
ら
ず
流
れ
た
父
義
賢
は
久
寿
二
年
八
月
十
六
日
鎌
倉
の
悪
源
太
義
平
が
為
に
諜
せ
ら
る
。
其
時
義
仲
二
歳
な
り
し
を
母
な
く
く
か
か
へ
て
信
濃
へ
こ
え
…
…
そ
の
父
義
賢
は
武
蔵
国
で
悪
源
太
に
討
た
れ
ら
れ
た
が
そ
の
時
木
曽
殿
は
二
歳
で
あ
っ
た
を
母
御
が
泣
く
く
抱
い
て
信
濃
国
へ
越
し
て
…
…
「
是
こ
そ
さ
す
が
や
す
大
事
よ
。
い
か
が
せ
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
「
こ
れ
こ
そ
安
大
事
の
事
ぢ
ゃ
が
何
と
せ
う
そ
「
馬
は
か
け
ん
と
お
も
へ
ば
弓
手
へ
も
馬
手
へ
も
ま
は
し
や
す
し
。
舟
は
き
ッ
と
を
し
も
ど
す
が
大
事
に
候
「
馬
は
駈
け
う
と
思
へ
ば
駈
け
、
引
か
う
と
思
へ
ば
弓
手
へ
も
馬
手
へ
も
廻
し
や
す
い
も
の
で
ご
ざ
る
が
船
は
き
っ
と
押
直
す
こ
と
が
た
や
す
う
な
い
も
の
で
ご
ざ
れ
ば
…
…
　
（
平
・
一
）
（
天
平
・
二
）
　
（
平
・
四
）
（
天
平
・
二
）
（
平
・
六
）
（
天
平
・
三
）
　
（
平
・
七
）
（
天
平
・
三
）
（
平
・
十
一
）
（
天
平
・
四
）
　
以
上
、
右
に
記
し
た
よ
う
に
、
主
格
及
び
逆
接
の
意
味
グ
ル
ー
プ
に
含
ま
れ
る
「
が
」
が
、
前
代
に
比
し
て
ず
っ
と
ふ
え
て
い
る
が
、
そ
の
反
動
と
し
て
、
連
体
格
を
示
す
助
詞
「
が
」
が
大
幅
に
減
っ
て
い
る
事
も
、
こ
の
中
世
後
期
で
大
き
く
目
立
つ
点
の
一
つ
で
あ
る
。
　
そ
の
他
、
意
味
の
面
を
細
か
く
見
る
と
、
今
ま
で
使
わ
れ
て
い
た
に
も
拘
わ
ら
ず
、
こ
の
室
町
期
の
二
作
品
で
は
全
然
そ
の
姿
の
見
え
て
い
な
い
も
の
、
又
は
、
そ
の
使
用
率
の
い
ち
だ
ん
と
低
く
な
っ
て
い
る
も
の
が
幾
つ
か
出
て
来
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
は
す
べ
て
、
既
に
、
中
世
前
期
の
鎌
倉
時
代
に
於
て
、
だ
い
ぶ
そ
の
使
用
度
数
が
減
少
し
て
来
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
し
か
も
、
現
在
で
は
ほ
と
ん
ど
用
い
ら
れ
て
い
な
い
も
の
で
あ
る
事
か
ら
推
し
て
、
結
局
こ
れ
は
助
詞
「
が
」
の
用
法
が
現
在
の
そ
れ
に
一
層
近
づ
い
て
来
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
も
の
と
し
て
、
片
づ
け
ら
れ
る
と
思
う
。
　
以
上
、
中
世
後
期
の
二
作
品
で
現
わ
れ
た
助
詞
「
が
」
に
つ
い
て
の
考
察
の
結
果
、
目
に
つ
い
た
点
な
ど
を
取
り
ま
と
め
て
簡
単
に
一240一
記
し
て
み
た
。
要
す
る
に
、
い
ろ
い
ろ
な
方
面
で
、
現
在
の
用
法
に
い
ち
だ
ん
と
近
づ
い
て
来
た
の
が
、
こ
の
中
世
後
期
に
現
わ
れ
た
助
詞
「
が
」
の
用
法
の
特
徴
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
で
は
、
続
い
て
、
近
世
の
作
品
に
つ
い
て
、
そ
の
調
査
結
果
の
あ
ら
ま
し
を
述
べ
て
み
る
こ
と
と
し
た
い
。
助詞「が」の通時的考察　（我妻）
　
　
六
、
近
　
世
（
江
戸
時
代
）
　
近
世
の
参
考
文
献
と
し
て
は
、
こ
の
時
代
の
上
方
こ
と
ば
、
江
戸
こ
と
ば
の
違
い
を
考
慮
に
入
れ
て
、
ど
ち
ら
か
一
方
に
片
寄
っ
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
に
、
世
間
胸
算
用
（
世
）
、
国
性
爺
合
戦
（
国
）
、
浮
世
風
呂
（
浮
）
と
い
う
三
作
品
を
選
び
出
し
て
み
た
。
　
と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ら
に
現
わ
れ
た
助
詞
の
「
が
」
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
と
同
じ
く
、
用
法
、
接
続
、
意
味
と
い
う
三
方
面
か
ら
の
考
察
を
行
な
っ
て
み
た
と
こ
ろ
、
と
り
わ
け
、
こ
れ
と
言
っ
て
注
目
す
べ
き
点
も
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。
乃
ち
、
作
品
の
内
容
か
ら
来
る
多
少
の
相
違
は
あ
る
が
、
総
じ
て
、
こ
の
期
の
助
詞
「
が
」
の
用
法
は
、
こ
の
前
の
室
町
時
代
で
述
べ
た
事
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
な
の
で
あ
る
。
傍
て
、
こ
こ
で
は
い
ち
い
ち
そ
の
例
を
上
げ
た
り
し
て
事
細
か
に
記
述
す
る
の
を
避
け
る
事
と
し
た
い
。
た
だ
、
逆
接
の
意
味
を
有
す
る
「
が
」
で
、
助
詞
を
承
け
る
例
が
、
江
戸
も
末
期
の
浮
世
風
呂
に
何
例
か
見
え
て
い
た
。
こ
れ
は
全
く
今
ま
で
見
ら
れ
な
か
っ
た
新
し
い
用
法
な
の
で
、
左
に
二
、
三
そ
の
例
を
掲
げ
て
お
く
こ
と
に
し
よ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
へ
か
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
し
　
　
「
あ
れ
も
お
め
へ
、
前
方
は
ち
っ
と
ど
う
ら
く
だ
っ
け
が
今
で
は
塩
が
し
み
た
か
。
そ
れ
は
く
お
と
な
し
く
な
っ
て
よ
く
か
せ
ぎ
　
ま
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ニ
ノ
上
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
も
　
　
「
銚
子
白
鯉
扁
螺
漫
た
窮
語
く
て
お
い
ら
が
乏
は
の
ら
ね
へ
　
　
：
　
　
　
　
　
（
四
・
中
）
　
　
「
元
日
の
朝
ば
ら
、
沙
魚
売
、
福
寿
草
売
な
ど
が
来
て
さ
も
く
元
日
め
い
た
心
も
ち
だ
っ
け
が
福
寿
草
は
今
も
少
し
は
こ
ぜ
　
　
へ
や
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
ノ
下
）
　
右
に
記
し
た
よ
う
に
、
「
が
」
が
終
助
詞
の
“
け
”
を
承
け
る
も
の
は
、
今
ま
で
、
逆
接
の
意
味
を
表
わ
す
「
が
」
の
例
が
す
べ
て
、
一241一
助詞「が」の通時的考察　（我妻）
動
詞
又
は
助
動
詞
を
承
け
る
も
の
ば
か
り
で
あ
っ
た
の
で
、
こ
の
江
戸
時
代
に
な
っ
て
新
し
く
現
わ
れ
た
用
法
で
あ
る
と
言
え
る
。
し
か
し
、
結
局
こ
れ
は
、
逆
接
助
詞
の
「
が
」
が
、
今
ま
で
以
上
に
、
自
由
に
、
且
つ
広
範
囲
に
亘
っ
て
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
来
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
に
外
な
ら
な
い
。
　
要
す
る
に
、
中
世
後
期
で
一
歩
現
代
の
用
法
に
近
づ
い
た
助
詞
の
「
が
」
は
、
こ
の
近
世
で
ま
す
ま
す
現
代
の
用
法
に
近
く
な
っ
て
来
た
と
い
う
こ
と
が
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
　
以
上
、
上
代
か
ら
近
世
ま
で
助
詞
の
「
が
」
に
つ
い
て
、
各
時
代
ご
と
に
長
々
と
考
察
を
加
え
て
来
た
が
、
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
い
さ
さ
か
そ
の
書
き
方
な
ど
煩
雑
に
過
ぎ
た
嫌
い
が
あ
る
の
で
、
最
後
に
今
ま
で
述
べ
た
事
を
全
体
を
通
し
て
わ
か
り
易
く
箇
条
書
き
に
し
て
ま
と
め
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。
　
　
七
、
お
わ
り
に
　
①
助
詞
「
が
」
は
上
代
か
ら
近
世
ま
で
、
地
の
文
、
歌
、
会
話
の
い
ず
れ
に
も
、
い
か
な
る
制
限
も
受
け
ず
自
由
に
使
わ
れ
て
い
る
。　
②
助
詞
「
が
」
の
承
接
関
係
を
見
る
と
、
体
言
を
承
け
る
も
の
が
そ
の
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
が
、
用
言
や
助
動
詞
、
そ
れ
に
助
詞
を
承
け
る
例
も
徐
々
に
現
わ
れ
、
時
代
が
下
る
に
つ
れ
て
、
体
言
以
外
の
も
の
を
承
け
る
「
が
」
の
例
が
ふ
え
て
い
る
。
　
③
助
詞
「
が
」
の
意
味
用
法
は
、
連
体
格
、
主
格
、
係
体
言
主
格
、
賓
格
、
逆
接
の
五
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
考
え
る
こ
と
が
出
来
る
。
　
④
連
体
格
の
助
詞
「
が
」
は
上
代
か
ら
中
世
前
期
ま
で
は
、
各
作
品
5
0
％
前
後
の
高
い
使
用
率
を
示
し
て
い
る
が
、
中
世
後
期
を
境
に
し
て
大
幅
に
そ
の
使
用
量
が
減
少
し
て
来
て
い
る
。
242　一
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⑤
主
格
を
示
す
助
詞
「
が
」
は
、
連
体
格
の
助
詞
「
が
」
と
は
逆
に
、
上
代
か
ら
中
世
前
期
ま
で
は
各
作
品
1
0
％
に
満
た
な
い
低
い
使
用
率
を
示
し
て
い
る
が
、
中
世
後
期
を
境
に
し
て
、
約
倍
に
ま
で
そ
の
使
用
量
が
上
が
っ
て
い
る
。
　
⑥
係
体
言
主
格
を
表
わ
す
「
が
」
は
上
代
か
ら
近
世
ま
で
、
ほ
ぼ
一
貫
し
て
3
0
％
前
後
の
使
用
率
を
示
し
て
い
る
。
’
⑦
賓
格
の
「
が
」
は
、
職
漢
混
清
文
体
の
作
品
で
は
比
較
的
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
全
体
と
し
て
は
そ
の
使
用
率
が
1
0
％
に
満
た
ず
、
極
め
て
低
い
。
　
⑧
中
古
も
末
の
頃
に
な
っ
て
や
っ
と
そ
の
姿
を
現
わ
し
た
逆
接
の
「
が
」
は
、
初
め
ー
～
2
％
の
使
用
率
を
示
す
に
過
ぎ
な
い
が
、
中
世
後
期
に
な
る
と
5
％
前
後
に
ま
で
そ
の
使
用
率
が
上
が
っ
て
い
る
。
　
⑨
以
上
の
基
本
的
な
五
つ
の
意
味
用
法
か
ら
派
生
し
た
と
思
わ
れ
る
細
か
な
助
詞
「
が
」
の
用
法
に
つ
い
て
は
、
次
に
簡
単
な
表
を
掲
げ
て
示
し
て
お
く
こ
と
に
し
よ
う
。
主
な
意
味格体連格主
派
生
し
た
意
味
用
法
時
代
人
称
代
名
詞
を
承
け
る
も
の
地
名
に
使
わ
れ
て
い
る
も
の
用
言
の
連
体
形
十
「
が
」
十
形
容
詞
の
語
幹
十
準
　
　
体
　
　
言
，
さ
’
未
然
形
又
は
已
然
形
に
係
る
も
の
終
止
形
に
係
る
が
、
指
定
格
の
“
の
”
が
前
に
来
る
も
の
終
止
形
に
係
る
が
逆
接
の
意
の
は
い
っ
て
い
る
も
の
上
　
　
代
中
　
　
古
中
世
前
期
中
世
後
期
近
　
　
世
現
代××○○○×○
一243一
助詞「が」の通時的考察　（我妻）
係体言主格接逆
体
言
を
承
け
て
終
止
形
に
係
る
も
の
係
っ
て
行
く
体
言
の
略
さ
れ
た
も
の
係
結
び
の
結
び
と
「
が
」
の
係
る
述
語
が
一
致
す
る
も
のク
語
法
に
係
っ
て
行
く
も
の
同
　
格
の
意
を
示
す
も
の
指
定
格
の
音
心
に
変
じ
た
も
の
予
期
に
反
し
た
既
定
条
件
を
伴
う
も
の
二
文
の
主
語
が
一
致
し
各
≧
明
記
さ
れ
た
も
の
二
文
の
主
語
が
互
い
に
関
係
あ
る
も
の
主
語
同
士
関
係
の
な
い
二
文
を
つ
な
ぐ
も
の
相
反
す
る
内
容
の
二
文
を
つ
な
ぐ
も
の
○○××××○○○○○
244一
　
右
の
表
の
う
ち
ー
の
引
い
て
あ
る
所
が
、
そ
の
用
法
の
使
わ
れ
て
い
た
事
を
示
し
て
い
る
部
分
で
あ
り
、
最
下
段
の
駈
価
の
項
で
○
の
つ
け
て
あ
る
所
は
現
在
で
も
同
じ
よ
う
な
用
法
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
、
X
の
つ
け
て
あ
る
所
は
、
そ
の
用
法
が
全
く
姿
を
消
し
て
し
ま
っ
て
い
る
か
、
又
は
別
の
用
法
に
代
わ
っ
て
い
る
事
を
示
し
て
い
る
。
結
局
こ
の
表
か
ら
は
、
中
世
後
期
を
境
に
し
て
い
ち
だ
ん
と
助
詞
「
が
」
が
現
代
の
用
法
に
近
づ
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
で
あ
ろ
う
。
　
⑩
　
以
上
①
～
⑨
ま
で
は
、
選
び
出
し
た
2
5
の
作
品
を
成
立
年
代
順
に
並
べ
て
、
助
詞
「
が
」
の
変
遷
過
程
を
見
て
来
た
結
果
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
ジ
ャ
ン
ル
別
に
眺
め
て
み
る
と
、
歌
集
に
、
連
体
格
を
示
す
「
が
」
が
多
く
見
ら
れ
た
外
、
こ
れ
と
言
っ
て
注
目
す
べ
助詞「が」の通時的考察　（我妻）
き
点
も
見
当
た
ら
な
か
っ
た
の
で
、
こ
こ
に
追
記
し
て
お
く
こ
と
と
し
た
い
。
　
さ
て
、
上
代
の
古
事
記
か
ら
近
世
末
期
の
浮
世
風
呂
ま
で
ほ
ぼ
二
〇
〇
年
間
、
時
代
別
に
考
察
し
て
来
た
結
果
を
以
上
十
項
目
に
ま
と
め
て
記
し
て
み
た
が
、
結
局
、
右
の
よ
う
に
助
詞
「
が
」
が
変
遷
し
て
来
た
の
は
、
一
言
で
言
え
ば
、
「
が
」
の
有
し
て
い
た
連
結
力
が
徐
々
に
薄
れ
て
来
た
た
め
と
思
わ
れ
る
。
　
乃
ち
、
助
詞
「
が
」
は
本
来
、
二
つ
の
体
言
を
が
っ
ち
り
と
結
ん
で
そ
の
関
係
を
示
す
（
連
体
格
、
係
体
言
主
格
及
び
賓
格
）
か
、
又
は
、
体
言
を
承
け
て
下
の
条
件
句
に
係
っ
て
行
く
（
未
然
形
又
は
已
然
形
に
係
る
主
格
助
詞
「
が
」
）
と
い
う
非
常
に
強
い
連
結
力
を
有
し
て
い
た
。
や
が
て
幾
ら
か
連
結
力
の
弱
ま
っ
た
「
が
」
は
、
そ
の
前
に
来
る
文
章
全
体
を
承
け
て
主
格
と
し
て
下
の
述
語
に
係
っ
て
行
く
よ
う
に
な
る
。
（
逆
接
の
意
が
含
ま
れ
た
主
格
助
詞
「
が
」
）
と
こ
ろ
で
、
こ
の
場
合
に
は
、
ま
だ
「
が
」
に
、
前
後
の
関
係
を
示
す
と
い
う
格
助
詞
と
し
て
の
働
き
が
見
ら
れ
る
が
、
や
が
て
、
「
が
」
の
下
に
完
全
な
る
一
文
が
来
る
よ
う
に
な
る
と
、
「
が
」
は
そ
の
連
結
力
を
失
い
、
た
だ
単
に
二
文
を
つ
な
ぐ
と
い
う
形
式
上
の
役
目
の
み
を
果
た
す
に
過
ぎ
な
く
な
る
。
（
主
語
同
士
が
一
致
又
は
関
係
し
、
し
か
も
各
主
語
が
明
記
さ
れ
て
い
る
二
文
を
つ
な
ぐ
と
い
う
逆
接
の
「
が
」
）
そ
し
て
、
連
結
力
を
失
っ
た
「
が
」
は
、
格
助
詞
か
ら
接
続
助
詞
へ
と
変
じ
、
つ
い
に
は
、
全
く
関
係
の
な
い
、
或
い
は
内
容
的
に
正
反
対
の
二
文
の
間
に
挿
入
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
う
。
　
簡
単
に
述
べ
れ
ば
、
以
上
の
よ
う
な
こ
と
が
、
助
詞
「
が
」
の
変
遷
に
つ
い
て
言
え
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
「
が
」
助
詞
に
つ
い
て
は
石
垣
謙
二
氏
の
詳
し
い
研
究
（
「
助
詞
の
歴
史
的
研
究
」
（
岩
波
書
店
）
所
収
、
”
主
格
「
が
」
助
詞
よ
り
接
続
「
が
」
助
詞
へ
”
）
が
あ
る
外
に
、
幾
つ
か
既
に
研
究
論
文
が
出
て
い
る
。
そ
れ
ら
先
行
の
研
究
に
説
か
れ
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
い
ち
い
ち
そ
れ
を
断
わ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
私
は
た
だ
集
め
た
資
料
か
ら
自
分
な
り
に
考
え
て
み
た
結
果
を
、
あ
く
ま
で
も
一
つ
の
試
論
と
し
¶
て
述
べ
て
み
た
に
過
ぎ
な
い
の
で
、
そ
れ
ら
の
作
業
は
今
後
の
課
題
と
し
て
残
し
た
い
。
最
後
に
多
く
の
方
の
ご
叱
正
を
期
待
し
て
筆
を
お
く
。
尚
、
助
詞
「
が
」
の
承
け
る
品
詞
及
び
五
つ
の
基
本
的
な
意
味
用
法
が
そ
れ
ぞ
れ
何
例
ず
つ
出
て
来
た
か
参
考
ま
で
に
一
応
作
品
別
に
表
に
掲
げ
て
お
く
こ
と
に
し
よ
う
。
一　245　一
助詞「が」の通時的考察　（我妻）
中　　　古　　（平　安　時　代）
今
昔
物
語
新
古
今
和
歌
集
IIO7664
53
111
741
1141
3191
7816
　150
大
鏡
55
18
36
22
黷
R
8
4
竹
取
物
語
伊
勢
物
語
古
今
和
歌
集
土
左
日
記
大
和
物
語
源
氏
物
語
更
級
日
記
10 124
1152
18
7
13
0
484
84
175
4
22
29
51
3
6
0
3
3
56
58
1389
5
0
1
6
5
0
2
21
27
4
4
0
9
17
12
1
3
0
上 代
祝
詞
22
1
0
2
0
0
宣
命
39
42
古
事
記
日
本
書
紀
万
葉
集
270
155
0 133
6
1
0
23
4
0
24
20
32
24
2834
2　2
0　0
0
時　代
　
　
　
　
承
接
関
係
　
　
　
　
　
・
意
味
　
　
　
　
　
　
用
法
作
品
名
名詞
代名詞
我
用言
助動詞
lOi助詞
承
接
関
係
199 2153
7 131
28 988
1 789
0
235
12
4073
87
7
63
11
5
173
27
4
17
2
0
50
637
49
298
2
0
986
76
5
26
3
1
111
14
1
5
1
0
21
193
6
52
12
0
263
40
2
13
3
0
58
29
黷
P
3
1
1
1
0
42
21
0
2
2
0
25
57
0
24
7
0
88
352
36
179
18
0
585
42
10
22
0
0
74
53
15
24
連体格
主格
係体言
主格
賓格0
逆接0
92
意
味
用
法
計
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中世前期（鎌倉時代）中世後期世近
方
　
　
丈
　
　
記
宇
治
拾
遺
物
語
平
　
家
　
物
語
十
　
　
訓
　
　
抄
徒
　
　
然
　
　
草
天
草
本
平
家
物
語
天
草
本
イ
ソ
ポ
世
間
胸
算
用
国
性
爺
合
戦
浮
　
世
　
風
　
呂
151648481843510112581571701178
31278541．
2
3
70473841301
715718975349170265419
54277即1471898132
413431810335246383522224
02717
1
14102242
233098262056839812193189199
09220546940310869551091
2205393140515851659134359
91260321283271
084081102241212246
34626152443114114964212672971896
　
　
　
尚
、
右
の
考
察
及
び
表
作
製
に
際
し
て
定
本
と
し
た
も
の
は
、
左
に
記
す
も
の
を
除
い
て
す
べ
て
岩
波
書
店
発
行
の
日
本
古
典
文
学
動俄
　
大
系
本
で
あ
る
。
助詞「が」の通時的考察
。
紀
ー
朝
日
古
典
全
書
「
日
本
書
紀
一
～
六
」
。
宣
－
金
子
武
雄
薯
「
続
日
本
紀
宣
命
講
」
白
帝
社
氏
物
語
新
釈
」
平
凡
社
　
。
十
－
国
史
大
系
第
十
八
巻
「
宇
治
拾
遺
物
語
・
古
事
談
・
十
訓
抄
」
岩
波
書
店
　
。
イ
ー
朝
日
古
典
全
書
「
吉
利
支
丹
文
学
集
下
」
・
源
⊥
・
沢
義
則
禾
之
下
正
讐
「
騨
。
天
t
亀
井
高
孝
著
「
天
草
本
平
家
物
語
」
一247一
